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海外派遣事業参加者募集 P3

P33Be Ambitious 上地 麻美さん（下小口）

P14平成 23年度 前期講座

P6
愛知県議会議員一般選挙 4月 10日（日）
大口町議会議員一般選挙 4月 24日（日）

統一地方選挙

P30まちの話題
JAXA 宇宙飛行士 山崎直子さん講演会 ほか

アルバイトで得たもの

「ゴール目指して、ひた走る！」
3月13日（日）に桜並木ジョギングがおこな

われました。多くの参加者が、ゴール目指して
全力で走りました。
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やまだクリニック

栄徳医院

大川外科胃腸科クリニック

みずの整形外科 今井医院

・普通救命講習会（10）・１０か月児健診（13）
・歩く健康のつどい（13）
・しなやかお達者の会余野（13）
・しなやかお達者の会豊田（13）

・不動産無料相談（24）・心配ごと相談（24）

・生ポリオワクチン（12）
・健康相談（13）
・口腔相談（13）
・さくら大学（25）

・誰にでもできる和太鼓の魅力（3）・歩く健康のつどい（13）
・しなやかお達者の会豊田（13）

・れんげまつり（19）・4か月児健診（13）
・ブックスタート（23）
・家庭児童相談（24）
・人権・行政相談（24）
・心配ごと相談（24）
・登記相談（24）

・フレッシュママの会（13）
・健康相談（13）
・口腔相談（13）
・ひだまりの会（13）
・厚生年金相談（25）

・歯科健診（13）
・もぐもぐ教室（13）
・心配ごと相談（24）
・多重債務者相談（24）
・法律相談（24）

・本・雑誌のリサイクル（23）

・愛知県議会議員一般選挙（6）

・母子健康手帳交付説明会（13）
・中学校入学式（27）

・ＢＣＧ（12）
・健康相談（13）
・口腔相談（13）
・ひだまりの会（13）

・1歳6か月児健診（13）
・しなやかお達者の会余野（13）
・消費生活相談（24）
・ワークセンター説明会（28）

・子育て相談室（13）
・親子ふれあい広場（26）

・金助桜まつり（26）

・子育て相談室（13）
・親子ふれあい広場（26）

・母子健康手帳交付説明会（13）

・生ポリオワクチン（12）
・健康相談（13）
・口腔相談（13）

・大口町議会議員一般選挙（6）

・３歳児健診（13）
・心配ごと相談（24）
・小学校入学式（27）

・春色キルト教室（25）
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税務課収納窓口の延長 22日（金）午後7時まで
開設 3日（日）、24日（日）午前10時から午後2時

●固定資産税（全期前納・1期）

納期限：5月2日（月）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

13日（水）
27日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

4月3日 栄徳医院 93-7068

10日 やまだクリニック 94-1333

17日 大川外科胃腸科クリニック 92-3155

24日 みずの整形外科 94-2210

29日 今井医院 95-2534

5月1日 さくら総合病院 95-6711
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海外派遣事業参加者募集海外派遣事業参加者募集海外派遣事業参加者募集

国際理解の推進および多文化共生のまちづくりに寄与する人材を育成するため、海外派遣事業を実施します。
海外未体験の方もこの機会に異文化を体験し、様々な国籍や文化、習慣をもつ人々が互いの違いや価値観を認め
尊重しあう「多文化共生」のまちづくりに参加してみませんか。

派 遣派 遣 日日 88月月15日（月）から21日（日）まで （7日間予定）15日（月）から21日（日）まで　（7日間予定）
派 遣 先派 遣 先 シンガポール・マレーシアシンガポール・マレーシア
派遣人数派遣人数 中学中学33年生・高校生・大学生 合計年生・高校生・大学生　合計1212名（予定）名（予定）

応募資格応募資格
◎ 大口町内大口町内にお住まいのにお住まいの中中学学33年生・高校生・大学生年生・高校生・大学生
◎ 今後も本経験を活かし海外派遣事業等、町の国際交流事業に協力していける方◎ 今後も本経験を活かし海外派遣事業等、町の国際交流事業に協力していける方
◎ 派遣事業に係る事前研修、帰国後の報告会及び報告会準備に必ず参加できる方◎ 派遣事業に係る事前研修、帰国後の報告会及び報告会準備に必ず参加できる方
◎ 高校生は中学生の時に大口町主催の海外派遣事業に参加していない方◎ 高校生は中学生の時に大口町主催の海外派遣事業に参加していない方
◎ 大学生は日常英会話程度が話せること◎ 大学生は日常英会話程度が話せること
申込み方法 以下以下のの33点を役場地域振興課まで提出（メール可）点を役場地域振興課まで提出（メール可）
① 申請書 ② 保護者承諾書（未成年者は提出） ③ 作文 題目「① 申請書　② 保護者承諾書（未成年者は提出）　③ 作文　題目「海外派遣に応募した理由海外派遣に応募した理由」」800800字字以内以内
※ ①・②・③は地域振興課にて配布しています。※ ①・②・③は地域振興課にて配布しています。または、または、町のＨＰからダウンロードすること 町のＨＰからダウンロードすることももできます。できます。
申込み期限 44月月2828日（日（木木））
選考方法選考方法およびおよび日時日時 作文及び面接の結果で選考します。応募者には詳細を案内します。　作文及び面接の結果で選考します。応募者には詳細を案内します。
参加費用負担割合参加費用負担割合
中学生・高校生中学生・高校生……参加費用の参加費用の44分の分の11以内（（HH2222年度は年度は66万7000円万7000円））
大学生大学生…………………………参加費用の参加費用の33分の分の11以内（（HH2222年度は年度は88万9000円万9000円））

問合せ問合せおよびおよび申込み申込み先先 地域振興課 9595--11111111 内線115内線115 ＥメールＥメール chiiki@town.oguchi.lg.jpchiiki@town.oguchi.lg.jp

派 遣 日 8月15日（月）から21日（日）まで （7日間予定）
派 遣 先 シンガポール・マレーシア
派遣人数 中学3年生・高校生・大学生 合計12名（予定）

応募資格
◎ 大口町内にお住まいの中学3年生・高校生・大学生
◎ 今後も本経験を活かし海外派遣事業等、町の国際交流事業に協力していける方
◎ 派遣事業に係る事前研修、帰国後の報告会及び報告会準備に必ず参加できる方
◎ 高校生は中学生の時に大口町主催の海外派遣事業に参加していない方
◎ 大学生は日常英会話程度が話せること
申込み方法 以下の3点を役場地域振興課まで提出（メール可）
① 申請書 ② 保護者承諾書（未成年者は提出） ③ 作文 題目「海外派遣に応募した理由」800字以内
※ ①・②・③は地域振興課にて配布しています。または、町のＨＰからダウンロードすることもできます。
申込み期限 4月28日（木）
選考方法および日時 作文及び面接の結果で選考します。応募者には詳細を案内します。
参加費用負担割合
中学生・高校生…参加費用の4分の1以内（H22年度は6万7000円）
大学生……………参加費用の3分の1以内（H22年度は8万9000円）

問合せおよび申込み先 地域振興課 95-1111 内線115 Ｅメールchiiki@town.oguchi.lg.jp蘂

海外派遣事業参加者募集

誰
で
も
で
き
る

和
太
鼓
の
魅
力

年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
誰
で
も
楽
し
め
る

和
太
鼓
を
通
し
て
、
本
当
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
体
験
し
よ
う
。
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15:00

開会・講演

志多らメンバーへインタビュー
何でも聞いちゃいます！
●太鼓を始めた動機 ●東栄町での生活等
障がい者団体の太鼓演奏
五条桜（大口町） 守口太鼓ン（扶桑町）
ののはな太鼓（一宮市）
てんつくてん（北名古屋市）
楽打（知多市）
昼休憩

～高齢者も障がい者も幼児も楽しめる
を打ってみませんか？～

心も体もさびない 太鼓演奏
講師 國島典子さん
（言語聴覚士・太鼓指導者）

ワークショップ参加者発表
（希望者の中から抽選）

志多ら演奏＆志多ら舞講習会
休憩

太鼓ワークショップ（40名）
閉会

主催 SHIP おおぐち主催　SHIP おおぐち
後援 大口町 大口町社会福祉協議会 社会福祉法人おおぐち福祉会後援　大口町　大口町社会福祉協議会　社会福祉法人おおぐち福祉会
主催 SHIP おおぐち
後援 大口町 大口町社会福祉協議会 社会福祉法人おおぐち福祉会
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は全体計画区域

は下水道を使用できる区域

は平成23年4月から供用開始区域

は平成23年度工事予定区域

五条川 右岸

五条川 左岸

※全体計画とは、将来的に下水道が使える区域を表
しています。

※工事予定区域については、工事が終わった翌年度
以降に下水道を使用することができます。

公共下水道供用開始区域および工事計画
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３
年
以
内
に
接
続
を
！

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
で
、
ま
だ
下
水
道

へ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
１
日
も
早
い
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
ご
協
力
を

―

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
を
広
げ
る
た
め
に

毎
年
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
工
事
予

定
区
域
は
、
多
少
変
更
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

工
事
中
は
、
道
路
の
通
行
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

計
画
は
「
分
流
式
」
で
！

今
後
、
下
水
道
工
事
の
予
定
区
域
に
住
ま
れ
る

方
で
、
新
築
、
増
改
築
を
さ
れ
る
場
合
は
、
排
水

は
雨
水
と
生
活
雑
排
水
を
分
け
た
分
流
式
で
施
工

す
る
と
、
将
来
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
経
済
的
で

ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
切
な
財
産
で
す
！

『
下
水
道
』
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
正
し
く
使
用
し
、
下
水
道
事
業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
台
所
や
洗
濯
で

使
っ
た
水
が
ど
こ
へ
流
れ
て
い

く
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。
昔
は
、

水
の
自
然
浄
化
作
用
で
、
汚
れ

た
水
が
自
然
に
き
れ
い
に
な
っ

て
、
海
へ
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
生
活
様
式
の

変
化
と
と
も
に
、
水
の
使
い
方

も
様
々
に
な
り
、
ま
た
、
家
庭

用
洗
剤
等
も
昔
に
比
べ
多
様
化

さ
れ
、
水
の
自
然
浄
化
だ
け
で

は
き
れ
い
に
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

海
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
の

は
、
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
と

『
下
水
道
』
で
す
。

町
で
は
国
か
ら
の
補
助
金
、

借
入
金
、
受
益
者
負
担
金
等
を

財
源
と
し
て
下
水
道
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。



期日前投票所の受付事務改善
のため、入場券の一面に期日前
投票用宣誓書の内容を掲載しま
した。
期日前投票を利用される方は、

①当日投票できない理由、②期日
前投票をおこなう日、③氏名、④生
年月日を記入していただきます。
「選挙人名簿に記載されている住
所」以外にお住まいのかたは、⑤
現住所欄もご記入ください。

①投票日当日、投票できない理
由に○をつけてください

②期日前投票をする日付を記入

③氏名を記入

④生年月日を記入

⑤宛名以外の住所に居住の場合
のみ記入

投票投票日日（（44月月2244日日））に投票に投票すする場合は不要る場合は不要でです。す。投票日（4月24日）に投票する場合は不要です。

ハガキの右下からゆっくりはがします

扶桑支店
料金後納
郵 便

○－○○－○○

大口町選挙管理委員会

111－1111

大口町○○×丁目▲番地

○ ○ ○ ○ 様

〒480－0144 愛知県丹羽郡大口町下小口七丁目155番地
電話 0587－95－1111 FAX 0587－95－1030

ご案内は内側にあります。ここからゆっくりとはがしてご覧ください。

※期日前投票につきましては内側をご覧ください。

大口町議会議員一般選挙 投票所入場券
投票日：平成23年4月24日（日）

宛名がご自分のものか確認してください

○ ○ ○ ○

□□□□□□□□□

○○－○○

平成 23 年 4月 24 日

平成23年4月号6平成23年4月号 7

投
票
日

４
月
１０
日
豸

午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時

《
投
票
の
で
き
る
人
》

年
齢
要
件

平
成
３
年
４
月
１１
日
以
前

に
出
生
し
た
人

住
所
要
件

平
成
２２
年
１２
月
３１
日
以
前

に
大
口
町
に
転
入
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続

き
大
口
町
に
住
ん
で
い
る
方

《
転
入
者
の
み
な
さ
ん
へ
》

平
成
２３
年
１
月
１
日
以
後
に
大
口
町

へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、
大
口
町
の
選
挙

人
名
簿
に
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
前
住

所
地
が
愛
知
県
内
で
、
前
住
所
地
の
市

区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
市
区
町
村
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
投
票
す
る
と
き
に
は
、
愛

知
県
内
の
市
区
町
村
で
発
行
す
る
「
引

き
続
き
愛
知
県
内
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

《
期
日
前
投
票
》

期
間

４
月
２
日
貍
か
ら
４
月
９
日
貍

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
）

場
所

役
場
１
階

相
談
室

《
投
票
方
法
に
つ
い
て
》

投
票
用
紙
は
あ
さ
ぎ
（
薄
い
青
緑
）

色
で
す
。
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

投
票
日

４
月
２４
日
豸

午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時

《
投
票
の
で
き
る
人
》

年
齢
要
件

平
成
３
年
４
月
２５
日
以
前

に
出
生
し
た
人

住
所
要
件

平
成
２３
年
１
月
１８
日
以
前

に
大
口
町
に
転
入
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続

き
大
口
町
に
住
ん
で
い
る
方

《
転
入
者
の
み
な
さ
ん
へ
》

平
成
２３
年
１
月
１９
日
以
後
に
大
口
町

へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、
大
口
町
の
選
挙

人
名
簿
に
は
登
録
さ
れ
な
い
た
め
、
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

《
期
日
前
投
票
》

期
間

４
月
２０
日
貉
か
ら
４
月
２３
日
貍

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時
（
土

曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
）

場
所

役
場
１
階

相
談
室

《
投
票
方
法
に
つ
い
て
》

投
票
用
紙
は
黄
色
で
す
。
候
補
者
の

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

第
17
回

統
一
地
方
選
挙

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
10
日
豸

大
口
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
24
日
豸

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

大
口
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

《統一地方選挙のご案内》
《入場券を持参しましょう》
入場券は、ハガキ形式で郵送します。投票には、その入場券

（ハガキ）を持ってお出かけください。また、入場券が届いてい
ない場合や、紛失した場合でも、選挙人名簿に登録されている
方は投票できますので、投票所で係員に申し出てください。
《文字の書けない人も投票できます》
ケガ等により文字が書けない方には、厳正なる立会いのもと

に、あなたが投票したい候補者の名前を係員が代筆しますので、
投票所の係員に申し出てください。もちろん、投票の秘密は厳
守します。
《病気・老人ホーム等に入院（入所）中の方の不在者投票》
不在者投票ができる施設として指定を受けた病院・老人ホー

ムなどに入院（入所）中の方は、その施設で不在者投票ができま
すので、施設の長に申し出てください。
《他市区町村に出張・滞在中の方の不在者投票（遠隔地投票）》
投票日まで他の市区町村に出張・滞在される方は、出張・滞

在先の市区町村選挙管理委員会で交付される「不在者投票宣誓
書・請求書」に必要事項を記載し、大口町選挙管理委員会へ郵
送してください。折り返し投票用紙などを送付しますので、出
張・滞在先の市区町村選挙管理委員会で執務時間内に投票して
ください。なお、郵送の日数がかかりますので、ご利用はお早め
にお願いします。

問合せ先 大口町選挙管理委員会事務局（役場 行政課内）
蘂95-1111 内線183

開票速報を
インターネットで
お知らせします！

●大口町ホームページ
アドレス
http://www.town.ogu
chi.aichi.jp

●大口町ホームページ
携帯サイト
http://www.town.ogu
chi.aichi.jp/keitai/ind
ex.html

▲携帯サイト用QRコード

こ
の
両
選
挙
は
、
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙

で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
の
清
き
一
票
を
有

効
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
票
日
当
日
、
仕
事
や

旅
行
の
た
め
に
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投票所入場券が新しくなります。

※大口町議会議員一般選挙の場合の例
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1. 秋田投票区投票所
秋田学習等共同利用施設

2. 豊田投票区投票所
豊田学習等共同利用施設

3. 大屋敷投票区投票所
大屋敷学習等共同利用施設

4. 外坪投票区投票所
外坪学習等共同利用施設

5. 河北投票区投票所
河北学習等供用施設

6. 余野第 1投票区投票所
余野学習等共同利用施設

7. 余野第 2投票区投票所
大口町立西保育園

8. 上小口投票区投票所
上小口学習等供用施設

9. 中小口投票区投票所
中小口地区コミュニティセンター

10. 下小口投票区投票所
下小口学習等共同利用施設

11. 垣田・さつき投票区投票所
県営大口住宅集会室

※入場券に記載されている投票所
を確認の上、お出かけください。

丹羽消防署
大口出張所

長桜
天神社

秋田学共

堀尾跡
公園 秋葉橋

豊田学共
八
剱
社

大屋敷学共

五条橋

長松寺 大屋敷
新田集会場

西保育園

西
小
学
校 第 2号

調整池

第 2号
調整池

西保育園

白山神社

下小口学共

西小
学校

小口城
址公園

小口神社

中小口地区
コミュニティセンター

公園
16
号棟

14
号棟

12
号棟

7号
棟

集会室

土地改良碑

県道若宮江南線

外坪
公園

GS

国
道

号
線

41
外坪学共

河北橋
五条川

県道斉藤羽黒線

妙智寺
河北消防車庫河北消防車庫河北消防車庫

神
明
社

河北学供

余
野
公
会
堂

余野
消防車庫

余野
神社

余野
神社

余野
神社

余野学共

丹羽高校

白山神社
至R41

上小口学供



愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目

的
に
、
次
の
協
定
保
養
所
に
宿
泊
利
用

す
る
場
合
、
１
人
１
泊
に
つ
き
１
０
０

０
円
を
補
助
し
ま
す
。

平
成
２４
年
３
月
３１
日
宿
泊
分
ま
で
、

全
保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊
ま
で
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法

利
用
者
本
人
が
、
直
接
協
定
保
養
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、

「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

最
初
に
利
用
さ
れ
る
保
養
所
の
窓
口

で
、
宿
泊
当
日
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
提
示
し
、
利
用
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
精
算
時
に
通

常
料
金
に
対
し
、
１
０
０
０
円
を
助
成

し
ま
す
。

ま
た
、
２
回
目
以
降
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
際
は
、
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、
役
場
戸
籍

保
険
課
に
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課

蘂
０
５
２
―

９
５
５
―

１
２
０
５

場 所 協定保養所名 電話番号

犬山市 レイクサイド入鹿 0568-67-3811

桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 0594-42-3330

東浦町 あいち健康プラザ 0562-82-0235

田原市 シーサイド伊良湖 0531-35-1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 0533-68-4696

豊田市 豊田市 百年草 0565-62-0100
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生
後
３
か
月
以
上
の
犬
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
犬
の
一
生
涯
に
１
回
の
登
録
と

毎
年
４
月
か
ら
６
月
の
間
に
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
在
登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
登
録
内

容
が
記
載
さ
れ
た
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の

案
内
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
予
防
注
射

の
実
施
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、
実
施
会
場
で

登
録
と
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
犬
の
登
録
内
容
に
変
更
（
死

亡
・
転
居
な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
環
境

課
ま
で
届
出
く
だ
さ
い
。

◇
必
要
金
額
（
１
頭
あ
た
り
）３

３
０
０
円

※
（
内
訳
）
予
防
注
射
手
数
料
２
７
５
０

円

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数

料
５
５
０
円

※
新
規
に
犬
の
登
録
を
す
る
場
合
、
別
途

３
０
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

環
境
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
３

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

日にち 場 所 時 間

4月12日（火）

萩島集会場 午後1時30分から2時

河北学供 午後2時15分から2時40分

中小口地区コミュニティセンター 午後2時55分から3時30分

4月13日（水）

上小口学供 午後1時30分から2時00分

余野学共 午後2時15分から2時45分

下小口学共 午後3時から3時30分

4月14日（木）

竹田不燃物集積場 午後1時30分から2時

大屋敷学共 午後2時15分から2時40分

秋田学共 午後2時55分から3時30分

4月15日（金）
外坪学共 午後1時30分から2時

豊田学共 午後2時20分から3時30分

5月6日（金） 大口町役場（東側） 午後1時15分から2時30分
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防
火
・
防
災
教
育
を
実
施
し
よ
う

４
月
は
、
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
方
、
人
事
異
動
で
新
任
地
に
就
く
方
な

ど
、
事
業
所
の
人
事
配
置
が
大
き
く
変
わ

る
時
期
で
す
。

こ
の
時
期
、
新
た
な
職
場
で
働
く
従
業

員
に
、
防
火
・
防
災
教
育
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

防
火
・
防
災
対
策

新
入
社
員
は
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ま
だ
建
物
内
の
様
子
も
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ま
し
て
火
災
の
発
生
危
険
が

あ
る
場
所
や
消
火
器
、
自
動
火
災
報
知

設
備
、
避
難
器
具
な
ど
の
消
防
用
設
備

等
の
位
置
や
、
避
難
経
路
と
な
る
階
段

や
施
設
な
ど
の
位
置
も
十
分
に
把
握
し

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
に
１
１
９
番
通
報
や
初
期
消

火
、
避
難
誘
導
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
よ
う
、
防
火
・
防
災
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

防
火
・
防
災
教
育
の
目
的

▽
火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
等
に
関
す

る
知
識
の
習
得

▽
災
害
防
止
の
知
識
の
向
上

▽
災
害
発
生
時
の
措
置
判
断
や
行
動
能
力

の
向
上

防
火
・
防
災
教
育
の
内
容

▽
火
災
の
発
生
危
険
と
安
全
な
作
業
等
に

関
す
る
基
本
的
事
項

▽
消
防
用
設
備
等
の
設
置
場
所
、
機
能
、

取
り
扱
い
方
法

▽
防
火
・
防
災
管
理
に
関
す
る
従
業
員
各

自
の
任
務
お
よ
び
責
任
の
周
知
徹
底

▽
震
災
対
策
に
関
す
る
事
項

※
建
物
の
規
模
構
造
な
ど
の
特
性
を
踏
ま

え
、
従
業
員
の
防
火
・
防
災
上
の
役
割

等
を
具
体
的
か
つ
十
分
に
認
識
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

平
成
２２
年
救
急
統
計

昨
年
、
丹
羽
消
防
署
で
は
１
８
６
２
件

（
前
年
比
１
４
１
件
増
）
の
救
急
車
の
出
場

が
あ
り
、
１
８
１
１
人
（
前
年
比
１
１
１

人
増
）
の
傷
病
者
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
出
場
し
た
種
別
に
つ
い
て
は
、
急

病
が
１
２
２
８
件
、
こ
れ
は
全
体
の
約

６６
％
を
し
め
て
お
り
、
続
い
て
交
通
事
故

が
２
５
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

傷
病
者
は
１
８
１
１
名
中
、
約
４２
％
に

あ
た
る
７
６
２
名
が
、
入
院
の
必
要
の
な

い
軽
症
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、
緊
急
に
処
置
を
必
要
と
す

る
方
を
病
院
へ
運
ぶ
た
め
の
も
の
で
す
。

必
要
な
人
が
必
要
な
時
に
使
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
休
日
や
夜
間
に
受
診
で

き
る
医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ
に
２４
時
間

対
応
し
て
い
ま
す
。
電
話
番
号
は
蘂
９５
―

５
１
５
１
で
す
。
ま
た
「
救
命
講
習
会
」

も
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
に
お
こ
な
う
応
急
手
当

の
講
習
で
す
。
詳
し
く
は
丹
羽
消
防
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

丹
羽
消
防
署
消
防
本
部

救
急
担
当

蘂
９５
―

５
１
５
８

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

４
月
１６
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

本
署

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９ 平成22年救急種別出場件数（合計1,862件）

労働災害
24件

運動競技8件 その他104件

平成22年傷病者の程度別割合（合計1,811名）

死亡32件

軽症
762件

中等症
765件

重症
251件

急病
1,228件

交通事故
256件

一般負傷
242件
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の
ん
ぼ
り
の
洗
は
れ
て
い
る
浅
き
春安

壮

志
保

春
浅
し
野
菜
啄
む
二
羽
の
鳩

前
田
千
代
子

湯
気
立
つ
る
黒
ぼ
こ
の
畑
春
浅
し丹

羽

清
声

校
長
の
別
れ
の
訓
示
梅
香
る

野
田

信
子

借
景
の
天
守
の
そ
び
ら
に
梅
三
分丹

羽

壽
子

名
を
呼
べ
ど
振
り
向
き
も
せ
ぬ
う
か
れ
猫

神
谷

さ
ち

梅
一
枝
た
お
り
仏
花
の
足
し
と
な
り渡

辺
す
み
子

初
東
風
の
絵
馬
ふ
れ
合
は
す
音
響
く田

山
地
美
名

寄
り
添
ふ
て
老
々
語
る
春
炬
燵

酒
井

聖
子

遊
園
の
猿
は
焚
き
火
に
集
ま
れ
り宮

下
喜
代
子

柊
と
鰯
と
豆
と
家
伝
の
行

佐
竹

悦
子

好
き
好
き
に
か
ら
だ
を
向
け
て
鴨
七
羽

安
藤

亮
子

海
風
に
揺
れ
る
菜
の
花
背
の
び
し
て荒

谷
富
美
子

弁
当
を
開
く
日
だ
ま
り
春
浅
し

土
川
喜
一
郎

誉
め
ら
れ
た
玄
関
の
花
人
が
好
き土

田
千
惠
子

寒
空
を
ど
こ
へ
行
っ
た
か
猫
は
留
守長

野

ま
す

新
米
は
残
っ
た
古
米
食
べ
て
か
ら吉

田

雄
亮

夫
の
句
生
き
て
る
よ
う
に
語
り
か
け安

藤

久
子

朗
ら
か
に
笑
っ
て
手
話
の
幼
い
子平

尾

康
助

し
な
く
て
も
よ
い
雪
か
き
で
腰
痛
め日

比
野
文
子

年
賀
状
す
ぐ
携
帯
で
折
り
返
し

天
野

信
和

冬
茜
稜
線
く
っ
き
り
尾
張
富
士

葉
栗

晴
美

冬
晴
や
岩
に
打
ち
寄
す
昆
布
屑長

谷
川
す
ゞ
子

琵
琶
湖
畔
田
ん
ぼ
一
面
麦
青
む

前
田

立
代

来
客
に
臘
梅
活
け
て
迎
へ
た
り

水
野

邦
子

園
児
ら
の
豆
撒
く
声
や
ホ
ス
ピ
ス
に大

野

正
子

走
り
根
の
四
方
に
広
が
る
辛
夷
か
な佐

藤
千
志
子

庭
石
を
囲
み
て
植
う
る
竜
の
玉

近
藤

清
子

蕉
翁
の
渡
り
し
橋
や
踊
子
草

土
川

照
恵

伊
勢
亀
山
藩
は
、
１
６
０
０
年
代
前
半

と
、
１
７
０
０
年
代
か
ら
幕
末
ま
で
石
川

家
が
藩
主
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
石
川
家

が
亀
山
に
入
る
直
前
ま
で
、
大
口
出
身
の

武
将
で
島
根
県
松
江
の
領
主
で
あ
っ
た
堀

尾
家
と
は
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
の
調
査
で
、
亀
山
藩
主
に
な
っ
た

石
川
憲
之
の
祖
父
（
忠
総
）
は
、
堀
尾
吉

晴
の
娘
を
正
室
に
、
憲
之
の
父
（
廉
勝
）

は
、
堀
尾
吉
晴
の
孫
で
あ
る
忠
晴
の
娘
を

正
室
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
前

の
豊
臣
秀
吉
の
時
代
、
天
正
１２
年
（
１
５

８
４
）
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
伊
勢
国

は
織
田
信
雄
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
秀
吉
は
伊
勢
国
を
徹
底
的
に
攻

め
落
と
し
、
戦
後
に
堀
尾
吉
晴
に
一
時
的

に
亀
山
城
主
を
命
じ
た
よ
う
で
す
。

近
年
、
亀
山
市
歴
史
博
物
館
が
入
手
し

た
古
文
書
に
は
、
天
正
２０
年
（
１
５
９
２
）

と
文
禄
３
（
１
５
９
４
）
年
に
亀
山
と
鈴

鹿
の
所
領
を
吉
晴
に
与
え
る
内
容
で
あ
り
、

当
時
、
吉
晴
は
浜
松
城
主
で
し
た
が
、
時

代
を
経
て
再
び
領
有
権
を
与
え
ら
れ
た
内

容
は
興
味
深
い
で
す
。

堀
尾
家
断
絶
後
、
家
臣
の
一
部
を
こ
の

石
川
家
が
引
き
受
け
た
こ
と
が
、
亀
山
市

歴
史
博
物
館
所
蔵
の
古
文
書
で
散
見
さ
れ
、

か
な
り
の
人
数
を
召
し
抱
え
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

春
の
企
画
展
の
ご
案
内

「
端
午
の
節
句
展
」
と
し
て
、
五
月
飾

り
を
中
心
に
展
示
を
し
ま
す
。
ま
た
、
陣

羽
織
や
甲
冑
を
着
て
の
写
真
撮
影
の
コ
ー

ナ
ー
も
開
設
い
た
し
ま
す
。
写
真
撮
影
は

必
ず
大
人
の
方
同
伴
で
、
カ
メ
ラ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―

０
０
５
５

堀
尾
家
と
亀
山
の
石
川
家

▲亀山市歴史博物館で説明を受け
る大口町文化財保護審議会委員
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加
齢
と
共
に
衰
え
る
の
が
足
か
ら

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
高
齢
者
が
段

差
で
足
を
捕
ら
れ
て
転
倒
し
、
大
事

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
自
分
も
そ

の
年
を
迎
え
た
の
で
、
体
力
の
あ
る

今
を
維
持
す
る
た
め
に
、
五
条
川
の

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
１
時
間
ほ
ど

早
足
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
『
継
続
』。

ま
た
、
身
体
を
積
極
的
に
動
か
す
こ

と
も
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
股
関
節

回
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め
、
ス
ク

ワ
ッ
ト
や
階
段
踏
み
も
日
課
と
し
、

１
日
で
も
長
く
元
気
で
明
る
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 木野勇さん

94̶005194̶0051

お
酒
は
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

し
か
し
、

適
量
の
飲
酒
は
体
に
よ
い
影
響
も
与
え
ま
す
。

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

ちょっと待って！！お酒飲み過ぎていませんか！？

健康おおぐち21 シンボルマーク

お花見の季節になりました。お花見といえば…お酒？！
お酒を『美味しく、楽しく、健康的に飲むコツ』知っていますか？

談笑し、楽しく飲むのが基本です
食べながら適量範囲でゆっくりと
強い酒 薄めて飲むのがオススメです
つくろうよ 週に2日は休肝日
やめようよ きりなく長い飲み続け
許さない 他人への無理強い・イッキ飲み
アルコール 薬と一緒は危険です
飲まないで 妊娠中と授乳中は
飲酒後の運動・入浴 要注意
肝臓など定期検査を忘れずに

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
1100

1日これくらいが適量

ビール（アルコール度数５度）
中びん１本（500㎖）

日本酒（アルコール度数15度）
１合（180㎖）

焼酎（アルコール度数25度）
0.6合（約110㎖）

ウイスキー（アルコール度数43度）
ダブル1杯（60㎖）

ワイン（アルコール度数14度）
1/4（約180㎖）

缶チューハイ（アルコール度数5度）
1.5缶（約520㎖）

お酒との上手なつきあい方10か条

日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
４
月
１
日
貊

平
成
２２
年
６
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
４
月
１５
日
貊

平
成
２１
年
１２
月
・
平
成

２２
年
１
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
４
月
８
日
貊

平
成
２２
年
１２
月
生
ま
れ

の
乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
１
時
３０
分

（
受
付
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
平
成
２３
年
度
集
団
予
防
接
種
（
ポ
リ

オ
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
の
日
程
は
、
ま
ち
の
カ

レ
ン
ダ
ー
お
よ
び
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

助
成
開
始
日

６
月
１
日
貉
よ
り

対
象

７５
歳
以
上
の
方

※
６０
歳
以
上
７５

歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
・
膀
胱
・
直
腸
・
小
腸
・
ヒ
ト
免
疫
不

全
・
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
・
肝
臓
の
機

能
障
害
の
あ
る
方
で
医
師
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
所
持
者
）

助
成
額

４
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象

中
学
１
年
か
ら
高
校
１
年
相
当
の

年
齢
の
方

※
現
在
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
て
い
ま
す
の

で
、
２
・
３
回
目
接
種
の
方
が
優
先
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
３
月
ま
で
に
接
種
で

き
な
か
っ
た
新
高
校
２
年
相
当
の
年
齢
の

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

実
施
期
間

平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で

自
己
負
担
額

１
回

５
３
０
０
円

※
町
助
成
額

１
万
６
３
９
円

対
象

２
か
月
齢
以
上
５
歳
未
満
の
方

実
施
期
間

平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で

ヒ
ブ
自
己
負
担
額

１
回

２
９
０
０
円

※
町
助
成
額

５
９
５
２
円

小
児
用
肺
炎
球
菌
自
己
負
担
額

１
回

３

７
０
０
円

※
町
助
成
額

７
５
６
７
円

※
３
月
５
日
よ
り
、
国
か
ら
の
通
知
に
よ

り
接
種
を
一
時
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

平成23年4月号12

申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

新
茶
汲
む
不
老
長
寿
の
薬
と
や

丹
羽
清
声

今
月
の
健
康
川
柳
久
々
の
お
食
事
会
に
も
う
時
間

長
野
ま
す

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平成23年4月号 13

集
団
予
防
接
種

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 27（水） 午後1:00
～1:30

22年12月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 12（火） 午後1:00
～1:30 22年6月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 19（火） 午後1:00
～1:30 21年9月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 6（水） 午後1:00
～1:30 20年3月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 7（木）
21（木）

午前9:40
～9:50

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導
（妊娠届出書を持参）

フレッシュママの会 22（金） 午後1:30
～2:00

生後1か月から3か月ごろの乳児とお母さん
（母子健康手帳を持参）

子育て相談室 4（月）
18（月）

午前9:00
～11:00

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師・歯科衛生
士による育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※18日は要予約

歯科健診 20（水） 午後1:00
～1:20 2歳3か月児（21年1月生まれ）

もぐもぐ教室 20（水） 午前9:15
～9:30

離乳食後期のお話と調理実習（家族の食事か
らの取り分け方）※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康に
ついての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 12（火）
26（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

8（金）
22（金） 午前10:00 ご家庭から外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリ

エーション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

12（火）
19（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
12（火）
26（火） 午前10:00

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
助
成
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メイクセラピー講座
一般対象講座

定 員 20名
場 所 中央公民館 C会議室
受講料 800円

持ち物 筆記用具・スタンド式手鏡

あなたが周りに与える『印象』を分析し、なりたい自分へ近づくためのポイントメイクレッスンをします。今の自
分を、より素敵に魅せるちょっとしたコツを学びませんか？

6／ 8（水）
6／22（水）
7／13（水）
7／27（水）

あなたの印象は？
なぜそう見られるの？（印象分析）
どんな風に見せたい？
実践！メイクレッスン

午前10時から11時30分

1

2

3

4

講師
メイクセラピスト
あおあきこ

絵手紙教室
一般対象講座

定 員 20名
場 所 中央公民館 視聴覚室
受講料 600円（別途 材料費150円）

持ち物 （ある人のみ）水彩絵の具、
習字用小筆、硯、墨、彩色筆（大・小）各一本
筆洗い、ティッシュ、習字用下敷き、パレット

上手にかこうと思わず、ぶっつけ本番！目の前の花や野菜をじっくり視つめ、感じたままに絵にかいて、文をかき
ます。気持ちをこめて集中してかけば、描く人の線となり文となり、受け取る人の気持ちにつながっていきます。

5／13（金）
6／10（金）
7／ 8（金）

初夏の花・野菜をかこう！ 絵手紙とは・絵手紙の道具
あじさいをかこう！ 雨の歌や句を入れて
暑中見舞いをかこう！ 夏の野菜や花から・スパッタリングを使って

午前9時30分から11時30分
1

2

3

～ヘタでいい、
ヘタがいい～

講師
日本絵手紙協会
公認講師
佐藤千志子

世界の料理教室
一般対象講座

定 員 24名
場 所 中央公民館 調理室
受講料 600円（別途 材料費2,400円）

持ち物 エプロン、ふきん３枚
筆記用具

世界の料理を食卓に取り入れてみませんか。本格的な料理が簡単に作れます。各国の食文化も合
わせて楽しみましょう。

5／19（木）
6／19（木）
7／14（木）

イタリア料理 ペンネ・アラビアータ・鶏肉とじゃがいもの香草焼き・他２品
韓国料理 ビビンバ・わかめスープ・野菜のジョン（韓国風ピカタ）
インド料理 ひよこ豆のカレー・ナン・サブジ（インド風サラダ）・ラッシー

午前10時から午後1時
1

2

3

講師
管理栄養士
永田幸子

前期講座前期講座前期講座前期講座前期講座
「だれでも どこでも 気軽に学べる」をモットーに、
さまざまな分野でいろいろなことを経験しながら学ぶ喜び
を実感していただけるよう講座を開催します。託児も受け
付けていますので、申込み時にお問い合わせください。

楽しく学ぶ韓国語
一般対象講座

定 員 20名
場 所 中央公民館 視聴覚室

受講料 1,000円（別途 材料費後日徴収）
持ち物 筆記用具

5／11（水）
5／18（水）
5／25（水）
6／ 1（水）
6／ 8（水）
6／15（水）
6／22（水）
6／29（水）

あいさつ
両替をする
タクシー（地下鉄）にのる
ホテルで
食堂で
買い物
韓国の歌
韓国の料理（チヂミを作ろう）※場所は調理室

午後2時から3時30分

1

2

3

4

5

6

7

8

講師
大学非常勤講師
金元榮

親子で囲碁にチャレンジ
親子対象講座

対 象 小学生以上の親子（子どもだけでも可）
定 員 20名
場 所 中央公民館 C会議室

受講料 500円（１人）

初心者対象の分かりやすい入門講座と、初級講座の2つに分かれます。脳トレにも最適！ この機会にぜひ挑戦を。

午後1時から3時

5／15（日）
5／22（日）
5／29（日）
6／ 5（日）
6／19（日）
6／26（日）

囲碁の基本
ルール（その１）
ルール（その２）
石の生き死に
テクニック
勝ち抜き戦

簡単手筋
簡単詰め碁
基本の定石
対局実践
対局実践
勝ち抜き戦

1

2

3

4

5

6

講師
大口町文化協会所属
大口町囲碁クラブの
皆さん

入
門
講
座

初
級
講
座

親子たけのこ自然教室
親子対象講座

定 員 小学生以上の親子15組
場 所 大口町たけのこ広場
受講料 1回1人100円

4／16（土）
6／11（土）

1

2
講師 高林徹雄午前9時から正午

竹林で、親子一緒に様々な活動を楽しみませんか？自然を楽しむ上で、知って得をする知識を実際に体験しながら
学んでみましょう。（各回ごとに受付をします）

たけのこごはん作り ※3月26日（土）から受付開始（別途 材料費1人100円）
たけパン作り (別途 材料費500円 )

理科おもしろ実験講座
子ども対象講座

定 員 小学3年から中学3年までの40名（小学4年までは親子参加）
場 所 大口中学校 理科室
受講料 1回1人100円（別途 材料費）

いろいろな不思議を実験・体験してみませんか？知ったら思わず教えたくなる、楽しくも不思議な実験講座です。
思わず「なぜ？」と聞きたくなることも講師の方がわかりやすく説明してくれます。（各回ごとに受付をします）

5／15（日）
6／12（日）
8／ 7（日）

電気の力を体感しよう！ 電気パン・静電気
酸性雨を調べよう！
ペットボトルでロケットを作ろう！

1

2

3

講師
大口中学校
理科広め隊

午前9時から11時30分

気象学入門講座
一般対象講座

定 員 20名
場 所 中央公民館 視聴覚室
受講料 600円

5／28（土）
6／18（土）
7／ 9（土）

この夏の天候は？
大雨災害から身を守るために！
夏を乗り切る豆知識！

午前10時から11時30分
1

2

3

講師 気象予報士 寺尾直樹

テレビの気象情報でおなじみの寺尾さんがわかりやすく気象学について解説されます。日常生活にプラスになるおテレビの気象情報でおなじみの寺尾さんがわかりやすく気象学について解説されます。日常生活にプラスになるお
話から、災害を予防するお話まで！この夏を乗り切るちょっとしたアドバイスもいただきます。話から、災害を予防するお話まで！この夏を乗り切るちょっとしたアドバイスもいただきます。
テレビの気象情報でおなじみの寺尾さんがわかりやすく気象学について解説されます。日常生活にプラスになるお
話から、災害を予防するお話まで！この夏を乗り切るちょっとしたアドバイスもいただきます。

お天気講座
子ども対象講座

定 員 20名
場 所 中央公民館 視聴覚室
受講料 100円

今日からあなたも小さな気象予報士！雲を見てみんなに数時間後の天気を教えちゃいましょう。夏休みの自由研究にも使えますよ！
7／30（土） 雲の形や色から天気を予想してみよう！午前10時から11時30分1 講師 気象予報士 寺尾直樹

平
成
２３
年
度

韓国の文化や歌を通じて、楽しく韓国語を学びましょう。

受付 4月9日貍 午前９時から 中央公民館２階 研修視聴覚室（その後は生涯学習課）で受付
開始します。ただし、定員に空きがある場合は町外の方（町外の方の受付は4月23日（土）か
ら）も受付ます。

問合せ先 生涯学習課（温水プール2階）蘂95－3155
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ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
忘
れ
ず
に
届
出
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

◆
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

◆
他
の
健
康
保
険
に
加
入
後
、
国
民
健
康

保
険
を
喪
失
す
る
届
出
が
遅
れ
た
ま
ま

う
っ
か
り
国
民
健
康
保
険
証
で
診
療
を

受
け
る
と
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し

た
医
療
費
を
後
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
中
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
額
が
変
わ
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
所
得
税
や

町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
方

も
、
毎
年
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
す
る
と

―

所
得
の
額
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
場

合
も
あ
り
得
ま
す
。

◆
保
険
税
が
減
額
さ
れ
る

◆
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る

◆
入
院
時
の
食
事
自
己
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る

左
記
表
に
該
当
す
る
場
合
は
、

14
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。
必
ず
、

印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、
戸
籍
保
険
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
…

所
得
の
申
告
を
―

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

き
ち
ん
と
納
付
し
ま
し
ょ
う

平
成
２３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
万
５
０
２
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

き
ち
ん
と
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

過
去
に
未
納
期
間
が
あ
る
方
も
、

２
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
宮
年
金
事
務
所
へ
、

未
納
分
の
納
付
書
の
再
発
行
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、

免
除
制
度
や
３０
歳
未
満
の
方
を
対
象

と
し
た
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
、
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
一
宮
年
金
事
務
所

蘂
０
５
８
６
―

４５
―

１
４
１
５

▽
役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

こんなとき 手続きに必要なもの

国
保
に
入
る
と
き

他の市区町村から転入したとき 転出証明書

他の健康保険をやめたとき 健康保険の離脱証明書

健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者からはずれた証明書

子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 保険証

他の健康保険に加入したとき 国保と健康保険の保険証

健康保険の被扶養者になったとき 国保と健康保険の保険証

死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書

そ
の
他

退職者医療制度の対象になったとき 保険証、年金証書

町内で住所が変わったとき 保険証

世帯主や氏名が変わったとき 保険証

世帯を分けたり、一緒にしたとき 保険証

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 身分を証明するもの

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は

１４
日
以
内
に
届
出
を
！

問
合
せ
先

役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
５
３
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大口町国民健康保険に加入されている方を対象に、人間ドックをおこないます。希望される方は、下記の内容
をご確認いただき、お申し込みください。人間ドック以外にも、大口町では色々な健康診査やがん検診を実施し
ます。健康診査の種類や内容については、広報5月号でお知らせします。

◎対象者
下記①と②の両方に該当する方
①平成23年4月1日現在、30歳以上75歳未満で、
大口町国民健康保険に1年以上（平成22年4月
2日以前から引き続き）加入している方

②平成23年3月31日現在、保険税を完納してい
る世帯に属する方

◎募集人数
▼人間ドックのみ 200名程度
▼脳検査併用 100名程度
※予算を超える応募があった場合は抽選をおこな
います。抽選番号および抽選日については、4
月下旬に通知します。

※抽選の結果、脳検査併用で申し込まれた方を人
間ドックのみに変更させていただく場合があり
ますので、ご了承ください。

◎申込受付期間
4月1日（金）から15日（金）まで
（当日消印有効）

◎検査実施期間
5月中旬から6月末日（予定）

◎申込人数
1世帯につき2名まで

◎自己負担額
▼人間ドックのみ 9,000円
▼脳検査併用 2万4,000円
※小牧市民病院を希望される方は、自己負担額に
2,000円上乗せされます。

※自己負担額は、年齢・所得に関係なく一律です。
受診時に病院でお支払いください。

◎申込方法
はがきまたは次ページの申込書でお申し込みくだ
さい。
▽申込書は、役場戸籍保険課窓口でも用意してい
ます。

▽はがきの記載方法は次ページをご覧ください。
▽申込みは1名1枚です。
▽2名申込みされる場合は、申込書をコピーして
ください。

◎追加検診
子宮がん、乳がん（MMG）の検診も併せて申込
みできます。
※医療機関や項目によって、人間ドックと同日に
実施できない場合があります。また、費用にも
違いがありますので、追加検診を希望される方
は事前に戸籍保険課へお問い合わせください。

大口町国民健康保険加入の皆さんへ

人間ドックの申込みについて

※当選者、当選後の病院の変更はできません。
※検査日は町で決定します。 ※再検査の費用は自己負担になります。
※検査結果は、国民健康保険に加入されている方の健康づくり事業・特定健診
事業の資料として利用させていただきます。あらかじめご了承ください。
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① 保険証記号番号
② 世帯主氏名
③ 電話番号
④ 住 所
⑤ 受診希望者氏名（ふりがな）
⑥ 生年月日
⑦ 性 別
⑧ 希望病院
下記の病院から選択してください。
犬山中央病院・さくら総合病院・江南厚生病院・小牧市民病院

⑨ 希望検査種別
人間ドックのみ・脳検査併用、どちらかを選択してください。

⑩ 追加検診
乳がん（MMG）のみ・子宮がんのみ・両方希望のいずれか
を選択してください。

平成23年度 国民健康保険 人間ドック等申込書
① 保険証記号番号 ② 世帯主氏名 ③ 電話番号

④ 住 所

〒480-
大口町

⑤ 受診希望者（ふりがな） ⑥ 生年月日 ⑦ 性 別

（ ）
昭和 年 月 日生 男 ・ 女

⑧ 希望病院 犬山中央病院 ・ さくら総合病院 ・ 江南厚生病院 ・ 小牧市民病院

⑨ 希望検査種別 人間ドックのみ ・ 脳検査併用

⑩ 追加検診 乳がん（MMG）のみ ・ 子宮がんのみ ・ 両方

※ ⑦・⑧・⑨・⑩は○で囲んでください。お申し込みは、ひとり一枚でお願いします。

記載もれの
ないよう
お願いします

① ○○○○○○

② 大口太郎

③ ○○-△△△△

④ 〒480-01××

大口町○○△丁目○○番地

⑤ 大口花子（おおぐち はなこ）

⑥ 昭和××年××月××日生

⑦ 女

⑧ ○○○○病院

⑨ ◇◇◇◇◇◇

⑩ ◎◎◎◎◎◎
申込みおよび問合せ先
〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
大口町役場 戸籍保険課 蘂95-1111 内線153

はがきの記載例

きりとり線
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地
域
生
活
支
援
事
業
の
事
業
を
変
更
し
ま
し
た

町
で
は
、
４
月
１
日
貊
付
で
地
域
生
活

支
援
事
業
を
見
直
し
、
自
動
車
改
造
費
助

成
事
業
を
新
た
に
加
え
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者

自
動
車
改
造
助
成
事
業
の
対
象
者
は
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

▽
障
が
い
者
自
ら
が
所
有
し
、
運
転
す
る

自
動
車
で
あ
る
こ
と

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

▽
道
路
交
通
法
第
９１
条
に
規
定
す
る
「
免

許
の
条
件
」
を
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、

操
向
装
置
、
駆
動
装
置
及
び
特
定
後
写

鏡
の
改
造
を
行
う
方

対
象
と
な
る
経
費
お
よ
び
助
成
額

対
象
と
な
る
経
費
は
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
経
費
で
す
。

▽
操
向
装
置
、
駆
動
装
置
等
の
一
部
を
改

造
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

▽
改
造
に
直
接
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１

で
、
か
つ
１０
万
円
を
限
度
と
す
る
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

助
成
金
の
交
付
申
請

助
成
対
象
者
が
助
成
金
の
交
付
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
自
動
車
を
改
造

す
る
前
に
申
請
し
、
決
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
身
体
障
害
者
手
帳

▽
運
転
免
許
証
▽
自
動
車
検
査
証
等
の
写

し
（
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
完
了

届
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）
▽
見
積
書

▽
印
鑑
▽
そ
の
他
改
造
内
容
の
詳
細
が
わ
か

る
書
類

問
合
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課

蘂
９４
―

１
２
２
２

事業名 事業内容

相談支援 障がい者やその保護者、介護者からの相談に応じ、必要な情報の提供と権利擁護のために必要な支援をおこないます。

コミュニケーション支援 聴覚、言語機能等の障がいのため意思疎通を図ることが困難な障がい者に、意思疎通を仲介する者の派遣を行
います。

日常生活用具給付（※） 重度障がい者等に対し、自力での日常生活ができるよう生活用具を給付しています。介護保険制度による支給となることがあります。

移動支援（※） 屋外で移動が困難な障がい者の社会参加を促すため、外出のための支援を行います。

地域活動支援センター（※） 福祉・医療の専門職員を配置し、地域との連携や障がいに対する理解の促進を図るための活動をします。また、
創作活動や生産活動の場を提供し、社会との交流を行うための施設です。

日中一時支援（※） 障がい者の日中活動の場を確保し、一時的に見守り支援等をおこないます。
福祉ホーム（※） 定額な料金で利用できる居室を提供し、障がい者の地域での生活を提供します。
自動車改造助成事業 身体障がい者が自ら所有し運転する自動車を改造する場合、改造に要する経費の一部を助成します。

（※）サービスの利用者負担は、原則１割負担です。なお、利用者負担の額は上記のとおり所得に応じて負担上限額が設けられています。

区 分 対 象 と な る 人 負担上限額

生活保護 生活保護受給世帯 ０円

低所得 町民税非課税世帯 ０円

一般 町民税課税世帯

所得割16万円未満の障がい者 9,300円

所得割28万円未満の障がい児 4,600円

上記以外 37,200円

れんげまつりの
お知らせ

大口町
役場

ほほえみ
プラザ 温水プール温水プール温水プール

ア
ピ
タ

総合総合
運動場運動場
総合
運動場

御
桜
乃
里

れ
ん
げ
ま
つ
り

会
場

4月29日（金・祝）
午前 9時から正午午前 9時から正午午前 9時から正午（雨天中止）

大口町役場東側田んぼ周辺大口町役場東側田んぼ周辺大口町役場東側田んぼ周辺

毎
年
恒
例
の
「
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
満
開
の
れ
ん
げ
の
中

で
、
ゆ
る
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

な
お
、
温
水
プ
ー
ル
付
近
で
開
催
し
て

お
り
ま
し
た
「
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
で
す
が
、

地
力
増
進
の
た
め
今
年
は
大
口
町
役
場
東

側
の
田
ん
ぼ
で
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

ぬ
り
え
、
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
場
を
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
参
加

く
だ
さ
い
。



★今月のぬいとり
『ひよこ』『ちょうちょ』『てのりくま』『マリオ』

★今月のおりがみ
『チューリップ』『ハートのしおり』

★ドッチビーの日 4月4日（月） 午後2時から
★ドッジボールの日
4月6日（水） 午後2時から

★やってみよう「人間洗濯バサミ」
4月12日（火）、26日（火） 午後4時から

★体育あそび「おにごっこ」
4月18日（月） 午後4時から
★おやつ作り「ホットケーキ」
4月30日（土） 午前10時から正午 定員 20名
費用 50円 申込み 4月11日（月）から
★川柳の日
4月13日（水）、14日（木）

★子育て支援
○コアラ広場（4月15日から）
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（北）（4月19日）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★新入生歓迎会
4月7日（木） 午後2時から3時

★川柳を詠もう
4月12日（火） 午後3時30分から4時30分

★おりがみ教室
4月16日（土） 午後1時30分から4時

★こいのぼり作り
4月19日（火）、20日（水） 午後3時30分から4時30分

★運動あそび「玉入れ」
4月21日（木） 午後3時30分から4時30分
★よみきかせ
4月28日（木） 午後3時30分から

★今月のぬいとり
『あんぱんまん』『ミッキー』『たけのこ』『ちょうちょ』

★子育て支援
○ちびっこ広場（4月15日から）
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）（4月19日）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび『ドッジボール』『けん玉』
★今月のぬいとり
『さくら』『ふうせん』『バーバパパ』『バーバママ』

★入学・進級を祝う会
4月7日（木） 午後2時から3時

★チャレンジ「缶つみ」
4月11日（月）、28日（木） 午後4時から4時30分

★こいのぼり作り
4月25日（月） 午後3時30分から4時30分

★けん玉検定日
4月19日（火）、21日（木） 午後4時から5時

★えほんタイム
毎週火曜日 午後3時30分から

★川柳の日
毎週水曜日 午後3時30分から

★子育て支援
○めだか広場（4月15日から）
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（南）（4月19日）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

平成23年4月号20

4
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

がっこうは たのしいことが いっぱいだ（南小2年）
わたしはね かふんしょうだよ はなぐすん（南小3年）
春になり さくらきれいに 花が咲く（南小4年）

月
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※写真と本文は関係ありません。

大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター

トレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用について

ＱＱＱＱ朝、保育園に行く時に泣いたりぐずったり
して心配です。

ＡＡＡＡ入園進級をし、子どもたちは期待と緊張を感
じながら、新しい環境の中で過ごしています。

特に、入園したての子は初めて保護者のもとを離れ
ての生活を送っています。不安定になることもあり
ますが、ゆったりした気持ちで受け止め、その日に
あったできごとを聞いたり歌をいっしょにうたった
りして、少しでも子どもと会話する時間を持ちまし
ょう。子どもが心身共に安定できるよう、保護者の
方も保育者と共に、ゆったりとした気持ちで見守っ
ていきましょう。

4月の園庭開放はありません

ほほえみプラザ　5階トレーニングセンター
午前9時から午後9時まで
問合せ先 蘂94―0057

行のいきいきカードが必要となります。
施設利用料金
1回券…400円
回数券(11枚) …4,000円
月会員券…3,500円（申請日から１か月）
大口町在住65歳以上の方…無料（上限毎月15
回まで）

※５階全ての施設（シャワー室、マッサージ機１
台完備）がご利用できます。

運動時の準備
動きやすい服装、室内シューズ
タオル、飲み物

見晴らしの良い5階では、16歳から90歳と幅広
い年齢層の方に利用いただいています。
トレーナーが常駐していますので、体力に不安
がある方や器具の使い方が分からない方も安心し
て運動できます。一度見学にお越しください。

開館時間　
午前9時から午後9時まで
休館日　
年末年始（12月28日～翌年1月4日）
登録に必要な物　
写真（縦3cm×横2.5cm）※会員カード作成用
なお、大口町にお住まいの65歳以上の方は、身
分証明書をお持ちの上、１階健康生きがい課で発



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
収
納
窓
口
の
延

長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
４
月
２２
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
４
月
３
日
豸
、
２４
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

平
成
２３
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
、
家

屋
）
の
台
帳
の
縦
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

４
月
１
日
貊
か
ら
２８
日
貅

午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所

役
場

税
務
課

そ
の
他

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
健
康
保
険
証
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

▼
納
付
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
場
合

原
則
と
し
て
、
申
告
期
限
か
ら
１
年
以

内
に
「
更
正
の
請
求
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
税
務
署
で
請
求
内
容
を
検
討
し
、

正
当
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
納
め
過
ぎ
た
税

金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
場
合

直
ち
に
「
修
正
申
告
書
」
を
提
出
し
、

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
不
足

分
の
税
金
の
ほ
か
に
、
過
少
申
告
加
算
税

や
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
を
忘
れ
て
い
た
場
合

直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
ほ

か
に
、
無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

小
牧
税
務
署

蘂
０
５
６
８
―

７２
―

２
１
１
１

※
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

案
内
に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

固固
定定
資資
産産
税税
台台
帳帳
縦縦
覧覧

確確
定定
申申
告告
がが
間間
違違
っっ
てて
いい
たた
とと
きき
はは

平成23年度 田植え水日割（岩倉用水本管および2号幹線）

●水管理は木津用水土地
改良区と協議しておこ
ないます。

●水量については、天候
等により変量すること
があります。

●中干しの日程は、天候
等により変更する場合
があります。

●落水は9月下旬の予定です。
●苗田水は4月28日貅か
らです。

●配水調整は各予定日の
午前におこないますの
で、田に水がいくまで
時間がかかります。

入鹿用水・昭和用排水に
ついて
連絡があり次第、関係
区長にお知らせします。

問合せ先
役場 建設農政課
蘂95-1111 内線167

秋田、大屋敷（五条川左岸）地区
3号～9号、10-1号10-2号

秋田、大屋敷（五条川左岸）地区
3号～9号、10-1号10-2号

本管

2号幹線

本管

本管

本管

2号幹線

本管

2号幹線

本管

2号幹線

豊田（奈良子）地区
大屋敷（五条川右岸）地区

豊田地区11号～19号

豊田地区11号～19号

中小口地区

下小口、中小口地区
1-1号、1号、2号

下小口、中小口地区
1-1号、1号、2号

下小口地区

全域

6/1
（水）

2
（木）

3
（金）

4
（土）

5
（日）

6
（月）

7
（火）

8
（水）

9
（木）

10
（金）

11
（土）

12
（日）

13
（月）

7/14
（木）

15
（金）

16
（土）

17
（日）

18
（月）

19
（火）

20
（水）

21
（木）

22
（金）

23
（土）

24
（日）

25
（月）

26
（火）

27
（水）

28
（木）

～中干しまで

～落水まで

田植え配水

中干し計画

田植え配水田植え配水田植え配水

田植え配水田植え配水田植え配水

田植え配水田植え配水田植え配水

通常配水通常配水通常配水

通常配水通常配水通常配水

通常配水通常配水通常配水通常配水通常配水通常配水

通常配水通常配水通常配水通常配水通常配水通常配水

通常配水通常配水通常配水

通常配水通常配水通常配水

中干し期間中干し期間中干し期間

中干し期間中干し期間中干し期間

中干し期間中干し期間中干し期間
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［書 名］ ［著者名等］

考えすぎて動けない人のための「すぐやる！」技術 久米信行／著
成功を引き寄せる姿勢力 古田仁／著
魔法のアイロン上達本
今さらこんなこと他人（ひと）には聞けない辞典
男の身だしなみ＆ビジネスマナーの基本
「うつ太り」から抜け出せるたったこれだけのこと 安部結貴／著
スキンケア大事典
人生をリセットする、部屋の片づけと模様替え 天沼寿子／監修
断捨離 やましたひでこ／著
シャイな自分を味方につけて、人生をもっと気楽にする10日
間トレーニング 松本幸夫／著

春到来！
イメージチェンジしてみませんか？

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

宮
崎
駿

ベ
ス
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
世
界
名
作
ア
ニ
メ
」

全
１０
巻

宮
崎
駿
監
督
作
品
を
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
音
色
で
癒
し
の
と

き
を
す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時
間
中

に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め
る
絵
本
の

紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２７
日
貉

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

２
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
口
付
近

今
月
の
休
館
日

４
日
豺

１１
日
豺

１４
日
貅

１８
日
豺

２５
日
豺

※
２９
日
貊
の
祝
日
は
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

◆
◆

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
◆
◆

【
４
月
２
日
貍
に
並
び
ま
す
】

標
語

「
友
だ
ち
１
０
０
冊
つ
く
る
ん
だ
」

４
月
２３
日
貍
か
ら
５
月
１２
日
貅

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
は
、
昭

和
３４
（
１
９
５
９
）
年
に
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
２
０
０
０
年
の
「
子
ど
も

読
書
年
」
を
機
に
、
現
在
の
期
間
に

な
り
、
２
０
０
１
年
１２
月
の
「
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
法
」
施
行
に
よ
り

４
月
２３
日
が
「
子
ど

も
読
書
の
日
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

世
界
文
学
の
代
表
作
を
親
し
み
や
す

い
表
現
で
観
る
も
の
に
語
り
か
け
ま

す
。

［書 名］ ［著者名等］

連続写真でわかる！野菜の育てかた
おいしい菜園とれたて野菜手帖 石倉ヒロユキ／著
畑仕事の十二カ月 久保田豊和／著
サラダ野菜の植物史 大場秀章／著
自然農の野菜づくり 高橋浩昭／著
47都道府県・地野菜／伝統野菜百科 成瀬宇平／著
藤田智の必ずできる！野菜づくり教室 藤田智／著
藤田智の野菜づくり徹底Ｑ＆Ａ 藤田智／著
イラストでわかる有機自給菜園 金子美登／著
生ごみ先生の元気野菜革命 吉田俊道／著

育てる、食べる、知る 野菜特集

第
５３
回
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」



日
時

４
月
２７
日
貉

午
前
１０
時
か
ら

午
後
２
時
１５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談
室

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
２７
日
貉

午
後
１
時
３０
分

か
ら
４
時

場
所

▼
人
権
相
談

役
場
３
階

第

２
委
員
会
室
▼
行
政
相
談

役
場
３

階

第
３
委
員
会
室

日
時

４
月
２０
日
貉

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
３
階

第
２
委
員
会
室

※
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
４
月
６
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員
、
母
子
自
立
支
援
員

▽
４
月
１３
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

知
的
相
談
員
、
身
障
相

談
員

▽
４
月
２０
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員

▽
４
月
２７
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

４
時
３０
分

高
齢
・
障
が
い
者
の
弁

護
士
相
談
日

※
弁
護
士
相
談
は
予

約
制（
予
約
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

４
月
２０
日
貉

午
後
６
時
か
ら
９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
町
民
安
全
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
１９
日
貂

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

消
費
生
活
相
談
員

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

４
月
２７
日
貉

午
後
１
時
か
ら
３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
な
ど

日
時

４
月
１４
日
貅

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

愛
知
県
宅
地
建
物
取
引
協
会

北
尾
張
支
部

相
談
員

こ
れ
ま
で
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階
で

開
設
し
て
い
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ル
ー

ム
お
お
ぐ
ち
」
は
、
４
月
よ
り
２
階
へ

場
所
を
移
設
し
ま
し
た
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
祭
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３
（
入
室
希
望
は
、
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
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無
料
相
談

無
料
相
談

家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂
多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
登
記
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

法
律
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

人
権
・
行
政
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

不
動
産
無
料
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂



日
時

４
月
２２
日
貊

午
前
１０
時
か
ら

正
午

午
後
１
時
か
ら
３
時

※
１
人
２０
分
（
予
約
制
）

場
所

役
場
２
階

相
談
室
２

※
一
宮
年
金
事
務
所
で
も
、
厚
生
年
金

相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

平
日
（
祝
日
除
く
）
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
（
月

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）、
第
２
土
曜

日

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時

▼
一
宮
年
金
事
務
所

蘂
０
５
８
６
―

４５
―

１
４
１
３

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

蘂
０
５
７
０
―

０５
―

１
１
６
５

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
予

定
で
、
お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
成
長
の

こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の

方
を
対
象
に
就
学
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

②
知
的
発
達
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子

さ
ん

③
情
緒
面
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん

④
障
が
い
で
は
な
い
が
、
成
長
・
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん

⑤
病
弱
・
身
体
虚
弱
の
お
子
さ
ん

相
談
方
法

●
電
話
ま
た
は
学
校
教
育
課
窓
口

●
必
要
に
応
じ
て
小
学
校
の
学
校
見
学

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
祝
日
お
よ
び
正
午
か
ら
午
後
１
時

を
除
く
。

大
口
町
献
血
推
進
協
議
会
が
２
月
２５

日
貊
に
大
口
町
役
場
で
実
施
し
た
献
血

に
４１
人
（
う
ち
４
０
０
ｍｌ
３２
人
）
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
平
成
２３
年
度
の
献
血
は
次
の

と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
予
定
日

８
月
２９
日
豺

１１
月
２５

日
貊

平
成
２４
年
２
月
２７
日
豺

時
間

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で

場
所

大
口
町
役
場

日
時

４
月
１
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

開
講
式
、
音
楽
懐
メ
ロ
鑑
賞
会

思

い
出
を
回
想
し
て
楽
し
も
う

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
鳴
海

川
島

忠
雄
さ
ん

問
合
せ
先

温
水
プ
ー
ル
２
階

生
涯
学
習
課

蘂
９５
ー

３
１
５
５

ス
プ
リ
ン
グ
カ
ラ
ー
の
ミ
ニ
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

４
月
９
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
教
室

対
象

小
学
校
６
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

さ
く
ら
キ

ル
ト
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

費
用

５
０
０
円
（
材
料
費
）

そ
の
他

裁
縫
用
具
を
用
意
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
随
時

参
加
で
き
ま
す
。

採
用
種
目

国
税
専
門
官

受
験
資
格

①
昭
和
５７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
た

方
で
次
に
該
当
す
る
方
。

※
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
２４

年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
。

申
込
期
間

４
月
１
日
貊
か
ら
４
月
１４
日
貅

試
験
日

第
１
次
試
験

６
月
１２
日
豸

第
２
次
試
験

７
月
１９
日
貂
か
ら
７

月
２６
日
貂
ま
で
の
指
定
す
る
日

問
合
せ
先

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
２
課
試
験
係

蘂
０
５
２
―

９
５
１
―

３
５
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

募

集

募

集

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
春
色
キ
ル
ト
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

献
血
あ
り
が
と
う

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
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国
税
専
門
官
募
集

役
場
／
税
務
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
２
３

蘂

就
学
相
談

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

善

意

善

意



日
時

４
月
３
日
豸

午
前
１０
時
か
ら

午
後
３
時

場
所

堀
尾
社
、
堀
尾
跡
公
園
、
豊
田

学
共
、
福
玉
精
穀
駐
車
場
、
児
童
公

園
遊
園
地
な
ど

内
容

堀
尾
例
大
祭
、
伝
統
芸
能
発
表
、

剣
道
大
会
、
太
極
拳
、
献
花
展
、
呈

茶
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ヘ
ル
シ
ー

エ
イ
ジ
ン
グ
の
会
に
よ
る
出
展
な
ど

問
合
せ
先

堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
事
務
局

蘂
９５
―

３
１
２
１

蕭
９５
―

５
４
０
９

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な
い
ま

す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前

申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

４
月
４
日
豺
、
１８
日
豺

午
前

１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
、
生
徒
の
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
の
負
担
が
困
難
な
保
護

者
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

小
・
中
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
所
得
制
限
あ
り
）

対
象
者

平
成
２２
年
度
ま
た
は
平
成
２３

年
度
に
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

▼
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止

お
よ
び
廃
止
▼
町
民
税
の
非
課
税
ま
た

は
減
免
▼
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
▼

児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
▼
国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
ま
た
は
納
期
の
延
長
▼
生
活
福
祉
資

金
貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
け
等

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
の

上
期
申
請
受
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
・
大

口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

募
集
期
間

４
月
４
日
豺
か
ら
４
月
２５

日
豺

※
地
域
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
を
除
く

申
請
書
類

地
域
振
興
課
へ
取
り
に
き

て
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
を

申
請
す
る
団
体
が
、
１
団
体
５
分
間
で

事
業
内
容
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

５
月
１４
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

場
所

憩
い
の
四
季
娯
楽
室

町
内
５
店
舗
で
実
施
い
て
い
る
レ
ジ

袋
有
料
化
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら

新
た
に
「
中
部
薬
品
株
式
会
社
Ｖ
・
ｄ

ｒ
ｕ
ｇ
大
口
店
」
と
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
資
源
の
有
効
利
用
、
環
境
保
全

の
た
め
、
今
後
も
事
業
者
と
連
携
し
、

レ
ジ
袋
有
料
化
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
３１
日
貅
か
ら
平
成
２３
年
度
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
券
（
タ
ク
シ
ー
券
）

を
交
付
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
印
か
ん
を
お
持
ち
の
う
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
お
よ
び
申
請
先

平
成
２２
年
度
の
町
県
民
税
に
か
か
る

所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
未
満
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

健
康
生
き
が
い
課

①
満
８０
歳
以
上
の
方
②
満
７５
歳
以
上

で
、
介
護
保
険
の
要
支
援
１
、
２
ま

た
は
要
介
護
１
か
ら
５
の
認
定
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
③
満
７５
歳
以
上
の

者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯

に
あ
る
方

福
祉
こ
ど
も
課

④
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
の
交

付
を
受
け
、
視
覚
・
聴
覚
・
下
肢
・

体
幹
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
肝
臓
脳
原

性
機
能
障
害
の
中
の
移
動
機
能
に
障

が
い
を
有
す
る
方
⑤
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
Ａ
判
定
の
方
⑥
特

定
疾
患
医
療
給
付
事
業
受
給
者
票
保

持
者
の
方

助
成
額
お
よ
び
交
付
枚
数

タ
ク
シ
ー

の
基
本
料
金
等
相
当
額

年
間
２４
枚

※
必
要
に
応
じ
て
２４
枚
追
加
交
付
し
ま
す
。

助
成
券
の
使
用

助
成
券
は
乗
車
１
回

に
つ
き
１
枚
使
用
で
き
ま
す
。

有
効
期
間

４
月
１
日
貊
か
ら
平
成
２４
年

３
月
３１
日
貍

問
合
せ
先

健
康
生
き
が
い
課

蘂
９４
―

０
０
５
１

福
祉
こ
ど
も
課

蘂
９４
―

１
２
２
２
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金
助
桜
ま
つ
り

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
券
交
付

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

94
ー
０
０
５
１

蘂
レ
ジ
袋
有
料
化
協
定
の
締
結

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂

就
学
援
助

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
―
４
４
４
６

蘂

そ
の
他

そ
の
他



経
済
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、

仕
事
と
住
宅
を
失
っ
た
（
も
し
く
は
失
う

お
そ
れ
の
あ
る
）
方
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

離
職
者
が
就
職
活
動
を
お
こ
な
い
就

労
す
る
た
め
に
必
要
な
、
安
定
し
た
住

居
を
確
保
す
る
た
め
、
ア
パ
ー
ト
等
の

住
宅
費
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
額

３
万
６
０
０
０
円
（
単
身
世

帯
の
場
合
）

支
給
期
間

６
か
月
以
内
（
一
定
条
件

の
下
、
最
大
９
か
月
）

支
給
要
件

①
原
則
収
入
な
し

②
預

貯
金
が
一
定
額
以
内

③
就
職
に
向

け
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

実
施
期
間

平
成
２４
年
３
月
ま
で

②
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付

失
業
給
付
な
ど
の
公
的
支
援
を
受
け

る
ま
で
の
つ
な
ぎ
支
援
と
し
て
、
住
居

の
な
い
離
職
者
に
当
面
の
生
活
費
を
貸

付
け
ま
す
。

貸
付
限
度
額

１０
万
円

利
子

無
利
子

連
帯
保
証
人

不
要

実
施
期
間

平
成
２４
年
３
月
ま
で

③
生
活
福
祉
資
金
（
総
合
支
援
資
金
）
の
貸
付

失
業
者
等
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え

で
困
難
を
抱
え
て
い
て
、
か
つ
、
他
の

公
的
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
低
所
得
者

世
帯
に
対
し
、
生
活
支
援
に
必
要
な
資

金
を
貸
付
け
ま
す
。

貸
付
の
種
類

①
生
活
支
援
費
（
貸
付

期
間
は
１２
月
以
内
）、
２
人
以
上
の
世

帯
月
額
２０
万
円
以
内
、
単
身
世
帯
月

額
１５
万
円
以
内
、
②
住
宅
入
居
費
用

４０
万
円
以
内
、
③
一
時
生
活
再
建
費

６０
万
円
以
内

償
還
期
間

６
月
の
据
置
期
間
経
過
後

２０
年
以
内

連
帯
保
証
人

１
名
必
要
。
た
だ
し
、
連

帯
保
証
人
が
い
な
く
て
も
貸
付
可
能

利
子

連
帯
保
証
人
が
い
る
場
合
は
無

利
子
。
い
な
い
場
合
は
年
１.５
％

問
合
せ
先

①
福
祉
こ
ど
も
課

蘂
９４
ー

１
２
２
２

②
③
社
会
福
祉
協
議
会

蘂
９４
ー
０
０
６
０

４
月
１
日
貊
よ
り
飼
い
主
か
ら
の
犬
・

猫
の
引
取
り
が
有
料
化
に
な
り
ま
す
。

▽
生
後
９１
日
以
上
の
犬
・
猫
１
頭
に
つ

き

２
５
０
０
円

▽
生
後
９０
日
以
内
の
犬
・
猫
１
頭
に
つ

き

５
０
０
円

※
や
む
を
得
な
い
理
由
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
限
り
引
取
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
大
口
町
の
引
き
取
り
窓
口
は
な
く
な

り
ま
す
。

▼
動
物
は
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

▼
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き

は
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

▼
繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
不
妊
・
去

勢
手
術
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー
尾
張
支
所

蘂
０
５
８
６
ー

７８
ー

２
５
９
５

昨
年
１１
月
に
「
ご
み
分
別
収
集
予
定

表
」「
保
健
事
業
ガ
イ
ド
」
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
方
か
ら
ご
回
答

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、

今
年
度
か
ら
、
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
の

「
大
口
町
ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
今
月
号
の
広
報
と
一
緒
に

配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
後
も
よ
り
良
い
内
容
の
も

の
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

小
学
校
入
学
式

▽
南
・
北
・
西
小
学
校

４
月
６
日
貉

午
前
８
時
５０
分
か
ら

９
時
５
分
ま
で
受
付

大
口
中
学
校
入
学
式

４
月
７
日
貅

午
前
８
時
３０
分
か
ら

８
時
４０
分
ま
で
受
付

※
入
学
式
当
日
は
、
送
付
し
た
「
就
学

通
知
書
」
を
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
方

や
欠
席
を
さ
れ
る
方
は
、
学
校
教
育

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
１９
日
貂

午
前
９
時
３０
分

か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方
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仕
事
と
住
宅
を
失
っ
た
方
へ
の
支
援

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

小
中
学
校
入
学
式

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
―
４
４
４
６

蘂

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
に
つ
い
て

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

94
ー
０
０
５
１

蘂

犬
・
猫
の
引
取
り
有
料
化

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂



い
ぬ
や
ま
ｅ
ー
パ
ソ
コ
ンス

タ
ー
ト
コ
ー
ス

日
時

５
月
９
日
豺
か
ら
６
月
２０
日
豺

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

犬
山
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
の
技
術
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
者

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身

体
・
精
神
）、
車
椅
子
不
可

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途

必
要
で
す
）

申
込
み

４
月
１５
日
貊
ま
で
に
公
共
職

業
安
定
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
０
０
７
ビ
ジ
ネ
ス
初
級
コ
ー
ス

日
時
６
月
１
日
貉
か
ら
８
月
３
日
貉
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

場
所

ぱ
そ
メ
イ
ト
一
宮
末
広
教
室

内
容

ワ
ー
ド
２
０
０
７
の
初
級
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
活
用
レ
ベ
ル

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

（
マ
ウ
ス
操
作
が
可
能
な
方
）

※
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
は
除
く

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料

募
集
期
間

４
月
１１
日
豺
か
ら
５
月
１１

日
貉
ま
で
に
公
共
職
業
安
定
所
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

あ
な
た
の
ま
ち
の
河
川
の

草
刈
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

愛
知
県
で
は
、「
家
の
前
を
流
れ
て
い

る
川
を
自
分
た
ち
で
も
っ
と
き
れ
い
に

し
た
い
」
な
ど
の
地
域
住
民
の
皆
様
方

の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
平

成
１７
年
４
月
か
ら
県
管
理
の
河
川
の
草

刈
り
作
業
の
一
部
を
、
地
域
住
民
の

方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
へ
委
託

す
る
こ
と
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

①
住
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
時
期
に
、

区
域
で
機
動
的
に
草
刈
り
が
で
き
る

可
能
性
が
広
が
り
ま
す

②
草
刈
り
作
業
を
通
じ
て
地
域
の
連
帯

感
が
生
ま
れ
、
川
や
ま
ち
に
対
す
る

愛
着
が
深
ま
り
ま
す

③
地
域
で
開
催
さ
れ
る
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
実
施
で
き
ま
す

④
刈
っ
た
草
を
堆
肥
や
飼
料
な
ど
に
有

効
利
用
で
き
ま
す

◆
委
託
が
決
定
さ
れ
る
と
…

団
体
代
表
者
、
県
職
員
、
町
職
員
と

の
話
し
合
い
で
、
試
行
す
る
河
川
の
区

間
・
面
積
・
実
施
期
間
・
回
数
・
刈
っ

た
草
の
処
分
方
法
を
決
定
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
草
刈
り
作
業
を
お
こ
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
委
託
金
を
お
支
払
い
し
ま
す

①
委
託
料
は
、
作
業
料
と
保
険
料
を
合

わ
せ
た
金
額
で
す

②
作
業
料
は
、
草
の
刈
り
取
り
回
数
に

よ
り
算
定
し
ま
す
が
、
２
回
を
上
限

と
し
ま
す

③
作
業
料
と
別
に
保
険
料
を
お
支
払
い

し
ま
す
の
で
、
損
害
保
険
と
賠
償
責

任
保
険
に
必
ず
加
入
し
て
く
だ
さ
い

◆
委
託
を
受
け
る
た
め
の
条
件

①
自
治
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
、
市
民

団
体
等
の
地
元
で
活
動
し
て
い
る
団

体
に
限
り
ま
す

②
道
具
の
貸
出
し
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん

③
実
施
対
象
面
積
は
原
則
１
０
０
０
裃

程
度
以
上
と
し
ま
す

④
原
則
と
し
て
掘
り
込
み
河
川
（
堤
防

が
高
く
な
い
川
）
に
限
り
ま
す

募
集
期
間

４
月
２８
日
貅
ま
で

申
込
み
先

役
場

建
設
農
政
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
７

問
合
せ
先

一
宮
建
設
事
務
所

維
持

管
理
課

管
理
グ
ル
ー
プ

蘂
０
５
８
６
―

７２
―

１
４
１
５

軽
貨
物
自
動
車
を
次
の
と
お
り
売
却

し
ま
す
。
た
だ
し
被
後
見
人
、
破
産
者

な
ど
の
方
は
除
き
ま
す
。

※
説
明
会
に
出
席
さ
れ
な
い
方
は
入
札

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

物
件

軽
貨
物
自
動
車
（
平
成
８
年
式

ス
ズ
キ

ア
ル
ト

６
６
０
ｃｃ

Ａ

Ｔ
車

乗
用
定
員
２
（
４
）
人

２
月

末
現
在

約
６
万
５
０
０
０
㎞
走
行
）

入
札
説
明
会
日
時

４
月
７
日
貅

午
後
２
時

入
札
の
日
時

４
月
１４
日
貅

午
後
２
時

説
明
会
お
よ
び
入
札
場
所

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

会
議
室

問
合
せ
先

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

庶
務
課

蘂
９５
ー

３
２
０
０

平成23年4月号28

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
リ
バ
ー
推
進
事
業

役
場
／
建
設
農
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
９

蘂

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

軽
貨
物
自
動
車
公
売
に
つ
い
て

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂



新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
で

は
総
合
治
水
対
策
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
雨
水
を
貯
め
る
施
設
な
ど
の
見

学
会
を
実
施
し
ま
す
。
昼
食
時
に
は
楽

し
い
ク
イ
ズ
大
会
も
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

５
月
２２
日
豸

午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
（
予
定
）

集
合
場
所

一
宮
市
役
所
（
一
宮
庁
舎
）

見
学
予
定
地

▽
青
木
川
排
水
機
場

（
江
南
市
）
▽
青
木
川
放
水
路
函
体
工

（
江
南
市
）
▽
一
宮
市
立
丹
陽
西
小
学

校

流
域
貯
留
施
設
（
一
宮
市
）
▽

３
号
雨
水
調
整
池
（
稲
沢
市
）
▽
自

然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
（
各
務
原
市
）

※
雨
天
の
場
合
は
見
学
地
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生

（
新
４
〜
６
年
生
）
と
そ
の
保
護
者

参
加
費

無
料
（
昼
食
代
含
む
）

※
集
合
場
所
ま
で
は
参
加
者
負
担

定
員

４０
組
８０
名

申
込
み

官
製
は
が
き
に
「
新
川
親
子

流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
希
望
」
と
明

記
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
保
護
者
の
氏
名
・
性
別
、
お
子

さ
ん
の
氏
名
・
性
別
・
新
学
年
を
記

入
の
上
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
は
、
当
日
の
緊
急
連
絡
先

と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
先

〒
４
８
０
―

０
１
４
４

大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１
５
５
番
地

大
口
町
役
場

建
設
農
政
課

申
込
期
限

４
月
１３
日
貉
必
着

そ
の
他

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
上
、
当
落
に
か
か
わ
ら
ず
４
月
３０

日
貍
頃
ま
で
に
手
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

研
修
期
間

６
月
２２
日
貉
か
ら
１０
月
１９

日
貉
ま
で
の
合
計
１９
日
間

定
員

４０
名

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ほ
ほ

え
み
ホ
ー
ル
お
よ
び
近
隣
施
設

受
講
資
格

研
修
の
全
課
程
に
出
席
で

き
る
方

受
講
料

５
万
９
３
０
０
円

申
込
期
間
お
よ
び
申
込
み

申
請
用
紙
を
記
入
し
、
５
月
２
日
豺

か
ら
２７
日
貊
ま
で
に
、
尾
北
医
師
会

地
域
ケ
ア
協
力
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

尾
北
医
師
会
地
域
ケ
ア
協
力
セ
ン
タ
ー

〒
４
８
０
ー

０
１
４
４

大
口
町
下
小
口
六
丁
目
１
２
２
ー

２

蘂
９５
ー

７
０
２
７

蕭
９５
ー

７
０
２
８

農
地
を
住
宅
や
駐
車
場
・
資
材
置
場

な
ど
、
農
地
以
外
の
土
地
利
用
に
使
う

場
合
に
は
、
農
地
転
用
許
可
（
市
街
化

区
域
の
場
合
に
は
届
け
出
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

無
断
転
用

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
り
、
許

可
ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合
、

法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
農
地
を

転
用
し
た
り
、
転
用
の
た
め
に
農
地
を

売
買
等
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
農

地
転
用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
の
転

用
を
し
た
場
合
は
、
農
地
法
に
違
反
す

る
こ
と
と
な
り
、
農
地
等
の
権
利
取
得

の
効
力
が
生
じ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

無
断
転
用
等
を
し
た
土
地
所
有
者
ま
た

は
事
業
者
に
対
し
て
は
、
原
状
回
復
命

令
や
罰
金
等
の
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

転
用
に
つ
い
て
の
手
続
き
や
疑
問
は

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
役

場
建
設
農
政
課
内
）

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
７
７
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新
川
親
子
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

役
場
／
建
設
農
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂

農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

役
場
／
建
設
農
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
７

蘂お
と
な
の
む
し
歯
で
心
配
な
の
は

二
次
う
蝕

過
去
に
治
療
し
た
歯
が
、
ま
た
む

し
歯
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
め
物
や
、
か
ぶ
せ
た
冠
の
ま
わ

り
か
ら
再
発
す
る
む
し
歯
の
こ
と
を

「
二
次
う
蝕
」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
年

齢
と
と
も
に
歯
ぐ
き
が
下
が
り
、
歯

の
根
元
が
露
出
し
て
、
そ
こ
に
む
し

歯
が
再
発
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
「
根
面
う
蝕
」
と
い
い
ま
す
。

つ
め
物
や
冠
の
ま
わ
り
、
歯
の
根

元
の
部
分
は
、
む
し
歯
の
原
因
、
プ

ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
が
付
着
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
大
人
の
む
し

歯
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日
の
歯
磨
き
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
歯
磨
き
で
、
プ
ラ

ー
ク
を
確
実
に
取
り
除
く
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
で
す
。

磨
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
つ
め
物

の
ま
わ
り
や
、
冠
と
歯
ぐ
き
の
接
す

る
部
分
、
露
出
し
た
歯
の
根
元
に
歯

ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
し
っ
か
り
当
て
る

こ
と
。
そ
し
て
年
に
２
・
３
回
は
、

歯
科
医
院
で
定
期
的
に
健
診
を
受
け

歯
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

94
ー
０
０
５
１

蘂



北
っ
子
発
表
会

北
小
学
校

2
11
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

2
5

土

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
山
崎
直
子
さ
ん
の
原
動
力

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

金

▲会場の質問に答える山崎さん

北
小
学
校
で
北
っ
子
発
表
会
が
お
こ
な

わ
れ
、
各
学
年
と
も
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

６
年
生
は
小
学
校
生
活
最
後
の
北
っ
子

発
表
会
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
思
い
出
に

残
る
も
の
に
し
た
い
」「
し
っ
か
り
と
自
分

の
が
ん
ば
り
を
伝
え
た
い
」
と
の
思
い
で
、

『
ヒ
ロ
シ
マ
の
う
た
』
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
和
に
つ
い
て
学
習
し
た
児
童
た
ち

は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
直
後
の
広
島
の

惨
状
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
力
強
く
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
劇
と
合
唱
で
表

現
し
ま
し
た
。
心
を
一
つ
に
し
た
最
高
の

演
技
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲6年生 「ヒロシマのうた」

▲5年生 音楽劇「地球のこどもたちへ」

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
お
お
ぐ
ち
男
女
共

同
参
画
懇
話
会
と
大
口
町
の
協
働
主
催
、

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
山
崎
直
子
さ
ん

の
原
動
力
」
が
開
催
さ
れ
、
８
０
０
名
を

超
え
る
方
が
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

宇
宙
飛
行
士
に
憧
れ
た
の
は
小
学
生
の
と

き
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
、
家
族
、
友
人
、
職

場
の
仲
間
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

夢
に
向
か
い
精
一
杯
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

任
務
を
遂
行
で
き
た
と
い
う
山
崎
さ
ん
。

「
人
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
な
ど
環
境
が
違
い
ま
す

が
、
精
一
杯
や
る
事
が
大
切
で
す
。
大
切
な

も
の
は
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

一
歩
一
歩
、
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
勇
気

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
講
演
会
で
し
た
。
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災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会

2
19

土

2
19

土

3
3

木

楽
し
い
収
穫
祭

西
保
育
園

西
保
育
園
で
収
穫
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

園
児
た
ち
が
収
穫
し
、
前
日
に
下
ご
し

ら
え
し
た
野
菜
を
使
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
大
き
な
は
そ
り
で
豚
汁
や
肉
じ

ゃ
が
を
作
り
ま
し
た
。

ご
飯
は
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
災
害
時
炊
飯
用

袋
）
に
お
米
と
水
を
入
れ
お
湯
の
中
に
。
で

き
上
が
る
ま
で
園
児
た
ち
は
、
鳴
子
チ
ー
ム

の
『
つ
ぼ
み
』
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
一

緒
に
、
な
わ
と
び
を
し
て
遊
ん
だ
り
踊
っ
た

り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
養
成
講
座
（
全
５
回
コ
ー
ス
）
が

お
こ
な
わ
れ
１９
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
は
、
災
害
が
起
き
た
と
き
、
被

災
者
の
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ
ー

ズ
を
結
び
つ
け
る
調
整
役
で
す
。

受
講
生
は
、
講
習
会
の
他
、
愛
知
県
消

防
学
校
を
見
学
。
最
終
回
で
は
、
平
成
１３

年
の
講
座
か
ら
自
主
的
に
立
ち
上
が
っ
た

『
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
が
指
導
者

と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
ま
で
の
訓
練
を
し

ま
し
た
。

「
行
政
に
頼
ら
ず
、
地
域
住
民
に
も
で

き
る
勉
強
会
を
、
月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

学
生
の
参
加
も
で
き
ま
す
よ
。
い
つ
で
も

見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
安
藤
さ
ん
。

起
工
式

南
小
学
校

来
春
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
大
口
南

小
学
校
の
起
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
町
関

係
者
や
建
設
事
業
関
係
者
が
、
今
後
の
工

事
が
安
全
に
進
捗
す
る
こ
と
な
ど
を
祈
願

し
ま
し
た
。

同
校
は
昭
和
４５
年
に
建
築
さ
れ
ま
し
た

が
、
建
て
替
え
る
こ
と
が
決
ま
り
、
３
月

か
ら
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

校
舎

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造

２
階
建
て

面
積：

約
５
９
０
０
裃

屋
内
運
動
場

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
て

面
積：

約
１
６
０
０
裃

▲問合せ先は大口町社会福祉協議会蘂94ー0060



就
学
前
児
童
の
「
一
時
預
か
り
」

児
童
の
保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化

に
伴
う
一
時
的
な
保
育
、
保
護
者
の
傷
病

等
に
よ
る
緊
急
時
の
保
育

お
よ
び
保
護
者
の
育
児
疲

れ
解
消
の
私
的
な
理
由
に

よ
る
保
育
に
対
応
す
る
た

め
、「
一
時
預
か
り
事
業
」

を
４
月
か
ら
北
保
育
園
で

お
こ
な
い
ま
す
。

▽
非
定
型
的
保
育

保
護
者
の
就
労
形
態

に
よ
り
、
家
庭
に
お
け

る
保
育
が
週
３
日
程
度

で
継
続
的
に
保
育
が
困

難
と
な
る
児
童
に
対
す

る
保
育
。

▽
緊
急
保
育

保
護
者
の
傷
病
ま
た
は
冠
婚

葬
祭
等
に
よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保

育
を
必
要
と
す
る
児
童
に
対
す
る
保
育
。

▽
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育

保
護
者
の
育
児

等
に
伴
う
心
理
的
ま
た
は
肉
体
的
負
担

を
解
消
す
る
等
の
私
的
な
理
由
に
よ

り
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な
る
児

童
に
対
す
る
保
育
。

対
象

満
１
歳
か
ら
就
学
前
児
童

場
所

北
保
育
園

人
数

１
日
５
人
以
内

日
数

週
３
日
程
度

ひ
と
月
に
１４
日
ま
で

時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
３０
分

※
１
時
間
単
位

お
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

北
保
育
園

蘂
９５
―

３
６
２
１

児童区分 利用料
（児童１人１時間当たり）

給食費
（児童１人利用者のみ）

満１・２歳児 600円 200円
３歳児以上 500円 200円

地
域
で
の
広
報
活
動
な
ど
に
従
事

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
、
八
木

康
夫
さ
ん
、
社
本
一
栄
さ
ん
、
丹
羽
嘉

英
さ
ん
の
３
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
で
の
広
報
活
動
な
ど
、
自
衛

官
募
集
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

更
生
保
護
活
動
を
支
え
る
保
護
司
た
ち

犯
し
た
罪
を
つ
ぐ
な
い
、
立
ち
直
ろ
う

と
す
る
に
は
本
人
の
強
い
意
志
と
と
も
に

地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

犯
罪
防
止
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な

方
々
を
支
え
る
更
生
保
護
活
動
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
保
護
司
の

方
々
で
す
。

保
護
司
は
法
務
大
臣
が
地
域
の
信
望
の

厚
い
民
間
の
方
か
ら
委
嘱
す
る
無
給
・
非

常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

保
護
司
は
、
保
護
観
察
官
と
協
働
し
て

保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人
の
生
活
状
況

を
把
握
し
、
立
ち
直
り
に
必
要
な
指
導
を

お
こ
な
う
ほ
か
、
本
人
が
社
会
復
帰
を
果

た
し
た
と
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
生
活
を

営
め
る
よ
う
調
整
や
相
談
に
あ
た
る
方
々

で
、
大
口
町
で
委
嘱
を
受
け
て
み
え
る
人

は
左
記
の
方
々
で
す
。（
敬
省
略
）

寺
澤
正
和

宮
地
昭
彦

松
岡
景
子

松
岡

雄

服
部
祥
三

廣
瀬
利
弘

江
口
芳
彦

4月1日付けで酒井孝さんが大口町消防団
長に任命されました。（平成7年4月1日から
平成23年3月31日 副団長）
3月31日付けで大森智前消防団長が勇退

されました。消防団長として4期16年、通
算30年8か月という長きにわたり消防団活
動をされ、消防団活動の重要性と任務を深
く認識し、常に献身的に町民の生命、財産
の保護に積極的にあたり、郷土愛護の精神
から災害現場に率先出務されました。長年
ありがとうございました。

大口町消防団長任命と退任

▲酒井 孝新消防団長 ▲大森 智前消防団長

自衛官募集相談員の委嘱

平成23年4月号32
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ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た
も
の

上
地

麻
美
さ
ん
（
下
小
口
）

Ｈ
２
・
１
・
２３
生

自
分
に
合
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト

自
宅
か
ら
近
い
う
な
ぎ
屋
さ
ん

で
接
客
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
て
、

早
６
年
目
と
な
り
ま
す
。
入
っ
た

頃
は
高
校
１
年
生
で
最
年
少
だ
っ

た
私
も
、
今
で
は
教
え
る
立
場
に
。

お
客
様
は
、
年
配
の
方
や
会
社

関
係
の
方
が
多
い
た
め
、
言
葉
づ

か
い
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
の

で
、
苦
手
だ
っ
た
敬
語
も
ず
い
ぶ

ん
身
に
つ
い
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

週
末
は
、
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
が

出
る
ほ
ど
混
み
合
い
ま
す
が
、
動

き
回
る
の
が
好
き
な
私
は
、
そ
の

忙
し
さ
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
社
員
の
方
や
バ
イ
ト
仲
間

に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を

持
っ
た
人
が
多
い
の
で
、
と
て
も

良
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
バ

イ
ト
を
通
じ
て
、
年
齢
も
タ
イ
プ

も
様
々
な
よ
い
友
人
達
と
出
会
え

た
こ
と
が
、
自
分
の
財
産
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
社
会
へ
出

た
時
に
、
こ
の
バ
イ
ト
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
で
す
。

か
わ
い
い
姪
っ
子
♪

私
は
４
人
兄
妹
の
末
っ
子
で
す

が
、
兄
や
姉
は
仕
事
や
結
婚
で
家

を
出
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
は
両

親
と
私
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

料
理
上
手
の
父
が
作
る
も
の
は
、

ど
れ
も
こ
れ
も
と
て
も
美
味
し
い

で
す
。
母
は
、
小
さ
な
体
で
介
護

の
仕
事
を
こ
な
す
パ
ワ
フ
ル
な
人
。

今
の
私
た
ち
家
族
の
楽
し
み
は
、

姉
の
子
（
３
才
）
が
遊
び
に
来
る

こ
と
。
め
ち
ゃ
か
わ
い
い
で
す
！

こ
こ
は
中
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し

て
開
か
れ
て
い
る
在
宅
型
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
談
話
室
に
入
る
と
挽
き
た
て

の
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。

岡
さ
ん
（
７５
）
は
、
男
性
料
理
教
室
で

知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち
と
共
に
男
の
自
分

た
ち
が
通
い
た
く
な
る
よ
う
な
施
設
を
作

ろ
う
と
、
こ
の
十
年
間
奮
闘
し
て
き
た
。

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
取
得
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

格
を
取
り
、
行
政
か
ら
の
委
託
を
受
け
て

運
営
し
て
き
た
の
だ
。

脳
の
老
化
防
止
に
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が

い
い
と
言
わ
れ
れ
ば
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
日

を
つ
く
っ
た
り
、
脳
の
活
性
化
の
た
め
麻

雀
卓
を
並
べ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
す

る
。
そ
ん
な
既
存
の
施
設
に
は
な
い
発
想

が
う
け
、
入
所
者
の
７
割
が
男
性
で
、
空

き
待
ち
が
多
数
出
る
ほ
ど
の
人
気
施
設
と

な
っ
た
。

「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
な
る
と
昭
和
の
ム

ー
ド
歌
謡
曲
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
ゎ
。
デ

ュ
エ
ッ
ト
曲
が
盛
り
上
が
り
ま
す
ね
。

（
笑
）」
そ
う
語
る
岡
さ
ん
は
こ
の
春
、
代

表
の
座
を
後
進
に
譲
り
、
妻
の
介
護
に
専

念
す
る
と
い
う
。「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
代

わ
り
は
い
て
も
夫
の
代
わ
り
は
い
ま
せ
ん

か
ら
ね
」

『
性
』
を
意
識
す
る
こ
と
は
男
心
で
生

き
抜
い
て
い
く
こ
と
。

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
１９
話

男
性
専
科part2

男性の福祉・介護従事者は、
年々増えてきており珍しいことで
はなくなっておる。昭和の時代で
は考えにくい事じゃな。
育児、介護は女の仕事と言われ

たのは、もう昔の話。育児をする
父親が『イクメン』ともてはやさ
れる時代、『男らしさ』の定義も世
の中の状況と共に変化しておるよ
うじゃ。
とは言え、男性が女性になるこ

となぞできやせん。ならば、なる
べく自分（男性）が居心地のいい
ように環境を整えていくのも『男
心』じゃよ。
厳しい変化の時代を生き抜いて

きた団塊の世代なら、
難しいことではない
はずじゃ。

△T imeからひとつまみ

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.201

▲20歳の記念に富士山登頂。
「ご来光に感動！」



〇
月
×
日

「
母
ち
ゃ
ん
ど
〜
こ

だ
？
」
と
、
カ
ー
テ
ン
に
隠
れ
る
私
。

す
る
と
パ
タ
パ
タ
足
音
を
立
て
探
し

に
来
る
竣
登
。
カ
ー
テ
ン
を
め
く
り

「
あ
ー
っ
！
」。
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
見
つ

け
に
来
て
く
れ
る
。
楽
し
く
っ
て
何

度
も
遊
ん
じ
ゃ
う
ね
♪

〇
月
×
日

「
電
車
、
見
に
行
く
？
」

と
声
を
掛
け
る
と
「
は
ー
い
」
と
手

を
挙
げ
元
気
の
よ
い
返
事
！

駅
ま
で
の
道
の
り
は
ニ
コ
ニ
コ
で

す
。
踏
切
が
な
る
と
「
お
ー
お
ー
」

と
大
興
奮
！

大
好
き
な
電
車
が
来

る
と
拍
手
を
し
、
バ
イ
バ
イ
を
し
、

大
満
足
☆

見
え
な
く
な
る
ま
で
、

ジ
ー
っ
と
熱
い
視
線
を
送
る
竣
登
な

の
で
し
た
。

〇
月
×
日

大
好
き
な
ご
は
ん
の
時

間
。「
ま
ん
ま
ん
ま
」
と
叫
ぶ
竣
登
に

「
布
巾
、
お
願
い
ね
」
と
渡
す
と
、

「
お
ー
」
と
返
事
を
し
机
を
ひ
と
拭
き

し
、
ニ
コ
ニ
コ
母
の
も
と
へ
…
。「
あ

り
が
と
う
」
と
お
も
わ
ず
ぎ
ゅ
っ
♪

竣
登
の
笑
顔
が
み
ら
れ
る
毎
日
は

と
っ
て
も
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
！

に
ん
に
く
や
ア
ン
チ
ョ
ビ
を
使
っ
た
オ
イ
ル

フ
ォ
ン
デ
ュ
（
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
）
を
主
人
が

い
た
く
気
に
入
り
、
よ
く
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま

す
。
生
野
菜
も
温
野
菜
も
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

る
の
で
、
こ
の
春
お
ス
ス
メ
で
す
☆

（
か
こ
）

桜
の
季
節
。
い
つ
も
感
じ
る
の
が
「
花
び
ら

が
イ
メ
ー
ジ
よ
り
白
い
」「
夜
の
花
見
は
冷
え

る
」
こ
の
２
つ
で
す
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
は
な

い
で
す
。

（
た
か
）

い
よ
い
よ
４
月
で
す
ね
。

広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
五
条
川
の
桜

が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
ろ
そ
ろ
お
花

見
の
予
定
を
立
て
よ
う
か
な
…
。（
た
ー
ぼ
ー
）

地域振興課 蘂95-1111 内線117 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,148人 男性 11,266人（前月比 －46人）
（3月1日現在） 女性 10,882人（前月比 － 6人）
世帯数 7,868世帯（前月比 －35世帯）

発 行 大口町 〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
編 集 広報編集委員会・大口町NPO登録団体ZOOM・地域振興課 広報おおぐちは再生紙を使用しています。

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
２２
年
１０
月
５

日
生
ま
れ
の
野
村
奈
央
で
す
。

生
ま
れ
た
最
初
の
一
か
月
は
、
朝

も
夜
も
な
く
泣
い
て
い
た
け
ど
、
今

で
は
夜
ぐ
っ
す
り
寝
れ
て
る
よ
。
ち

ょ
っ
と
寝
る
時
間
が
遅
い
か
ら
、
最

近
は
早
く
寝
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
る

け
ど
、
布
団
に
入
る
と
興
奮
し
て
元

気
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

み
ん
な
に
あ
や
さ
れ
る
の
が
大
好

き
で
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
お
返
事
。

お
気
に
入
り
の
フ
リ
オ
モ
チ
ャ
の

「
メ
リ
ー
さ
ん
の
ひ
つ
じ
」
に
合
わ

せ
て
、「
ア
ー
ウ
ー
」
と
一
緒
に
歌

う
よ
。
で
も
飽
き
ち
ゃ
う
と
、
抱
け

抱
け
コ
ー
ル
で
み
ん
な
を
呼
ぶ
の
。

奈
央
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
こ
う
ネ
。

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
２２
年
１０
月
２６

日
生
ま
れ
の
渡
邉
瑛
介
で
す
。

僕
は
予
定
日
よ
り
３
週
間
も
早
く

生
ま
れ
た
の
で
、
体
が
小
さ
く
て
み

ん
な
を
す
ご
く
心
配
さ
せ
た
け
ど
、

お
っ
ぱ
い
や
ミ
ル
ク
を
た
く
さ
ん
飲

め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
で
は
こ
ん

な
に
ぷ
く
ぷ
く
の
ほ
っ
ぺ
に
な
り
ま

し
た
。

僕
の
楽
し
み
は
毎
日
の
お
風
呂
。

泣
い
て
い
て
も
、
お
風
呂
に
入
れ
ば

す
ぐ
に
笑
顔
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

脚
も
太
く
強
く
な
っ
て
、
最
近
は

キ
ッ
ク
も
得
意
な
ん
だ
。

瑛
く
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育

っ
て
ね
。
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た

ら
パ
パ
に
サ
ッ
カ
ー
教
え
て
も
ら
お

う
ね
！

No.640No.641

わたなべ えいすけ くん のむら なお ちゃん

（
余
野
）

お
父
さ
ん

渡
邉

直
人

お
母
さ
ん

里
枝

（
下
小
口
）お父

さ
ん

野
村

丈

お
母
さ
ん

加
代
子

鈴
木

江
利
奈
さ
ん

竣
登
く
ん

Ｈ
２１
・
７
・
２２
生

余野

vol.205
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